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『聖グレゴリオス講話』伝承史の
　　　テキスト学的研究（前編）

三　浦　清　美

はじめに

　本稿の課題は、15世紀の写本文集『ズラタヤ・マチッツァ（金の梁）3」IaTaH抵a胴艮a』

に収容されたテキスト『聖グリゴーリイ講話』の翻翔と、その生成過程をめぐる考察であ

る。本研究は1992年9月から！993年12月まで筆者がサンクト・ペテルブルグ大学に研究

生として在籍し、その間に行なった調査がもとになっている。調査研究の内容は1994年東

京大学に提出した博士論文の第二章としてまとめられたが、本稿はさらにその後の調査

（1996年8月）結果を盛り込み、若干の訂正を施した最新の研究成果である。

　本論考は、テキスト学TeKCTO両om∫1と呼ばれるスラヴ文献学の有力な一研究分野に属す

る。

　従来資料入手の制約などから、臼本においては特甥な関心が払われてこなかったが、研

究資料の淵源を見極め、他のあらゆる研究の基礎を創るという点で、テキスト学は極めて

大きな意義を持っている。テキスト学とは、あるテキスト（作品）につき、種々の写本に

集められた様々なヴァリエーションを集め、それらの異同に一字一句厳密な検討を加え、

写本に含まれる情報（写本成立年代・場所・状況、保管者、保管場所など）、テキストに含

まれる情報（執筆者、執筆年代・場所・状況）、方言などの雷語的特徴、テキストの叙述構

成など、その他あらゆる要素を比較検討総合したうえでヴァリエーション相互の影響関係

を確定し、信頼に足る刊行テキストを作成する仕事である。

　上記のように、テキスト学は最も基礎的な仕事であるがゆえに、一見単純な作業の連続

に見えるが、内実それには、東西キリスト教会の基本文献や略号を多用する写本表記の煩

瑚な規則に精通することはもとより、写本や作品の成立を促した歴史的状況への洞察や中

世人の世界観への想像力豊かなアプローチが要請される。テキスト学は研究者の総合的な

実力が最も鋭く問われる分野なのである。

　テキストの具体的な手続きに関しては、個々のケースに即して考えることが不可欠であ

り、限られた紙面で説明を施すことは本来不可能である。また、中世ロシア文献の学とし

てのテキスト研究の経験を集大成したリハチョフによる大著ωも別に存在している。考察

の過程で疑問が生じた際、あるいは、テキスト学が何たるかを知ろうとするときには、こ

の書を参照すべきことは言うまでもない。本稿の筆者には方法論について詳述する責は璽

すぎるのであるが、手続きについて最も基本的な事柄を次に略述したい。

　まず、最初の段階はウォーター・マークによる写本成立年代の確定である。この確定方

法については本文（ただし、『後篇のに述べた。写本の成立年代の順は必ずしもテキスト

の成立年代の順と一致せず、新しい写本に古いテキストが残存するケースも十分に考えら
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れる。しかしながら、テキストの成立年代が写本の成立年代よりも新しいことは当然なが

らありえないので、テキストの成立年代を考えるうえで写本の成立年代は一つの指標とな

りうる。

　次に行なうべき作業は、テキストの各ヴァリエーションの字句を比較検討することによ

り、テキストをオリジナル部分と挿入部分に分け、さらに、挿入部分を出来るだけ細かく

グループ分けすることである。一概にはいえないが、テキストを構成する層の解析の結果、

挿入が何段階にわたって行なわれたかがわかることが多い。

　写本成立年代・場所・状況、写本の保管者・保管場所、テキストの執筆者、執筆年代・

場所・状況、方言などの言語的特微、テキストの叙述構成、そして、何よりもその内容な

ど、あらゆる要素の検討を行いながら、最終的にテキスト生成のプロセスを明らかにして

ゆくのが研究の最も重要な段階である。テキストの成立過程がある程度明らかになり、テ

キストの各ヴァリエーション問の影響関係が確かめられたならば、次に、それが写本レベ

ルでも確認されるかどうかを調べなくてはならない。写本間で複数の作品が共有されてい

れば、写本レベルで影響関係があった可能性が高い。写本レベルでの関与が証明できない

ならば、両テキストの問に第三の写本が介在したことを想定すべきである。現存しないが

想定しうる写本・テキストの存在も含めて、テキスト伝承関係の見取り図を系統樹として

示すことがテキスト伝承史研究の最終的な課題である。

　以上に述べた手続きは極めて概略的なものに過ぎず、対象とするテキストの性格によっ

てさらに綿密な考察が要求される。

　テキスト学は、自然科学の研究に準えれば、応用研究に対する基礎研究にあたると言え

るであろう。様々な研究条件が整いつつある今だからこそ、一研究者として基礎研究の成

果を問うことを志す日本人研究者が現われてもよいのではないかと思う。行き届かない点

も多々あろうが、本稿がその試行錯誤の試みの一歩となればと、筆者は念願して止まない。

　最後に、本論考の構成について触れておきたい。

　本稿は二部構成である。紙面の関係上、本紀要に掲載されているものは前半部分『資料

篇』のみである。この前半部では、『聖グレゴリオス講話』プスコフ・ヴァリアントのテキ

ストの確定を主眼として、伝承史をめぐる考察のための資料の提示が行なわれている。よ

り翼体的に掲載稿の課題を述べると、1）写本からテキストを翻刻する、2）試訳を付す、

3）現存するヴァリエーションを紹介する、4）本テキストと原典作者との関係を明らか

にする、5）本テキストの特徴を概揺する、6）テキスト伝承史を記述する準備作業とし

て研究史を概括する、以上である。

　後半部において、私達は様々なヴァリエーションがいかに伝承されてきたかという問題

に取り組むことになるが、こちらの方は電気通信大学紀要第9巻2号（平成9年刊行予定）

に『理論篇』として掲載される予定である。論文の分量の関係上変則的な掲載となったこ

とを読者諸賢にお詫びすると同時に、『スラヴ研究』編集部のご理解に感謝を表する次第で

ある。

　テキストの内容に関するコメンタリーは重要な仕事であり、中世ロシアの民衆文化を大

きく視野にいれて現在仕事を進行させているが、紙面の都合のため本研究中にはほとんど

反映：されていない。なお、本テキストのコメンタリーの一部をなすものとしてまとめた
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『聖グレゴリオス講話』伝承史のテキスト学的研究（前編）

埴一ドとロジャニツァ”という神格に関する論文（2）は『ロシア民話研究』4号（1996年刊）

に掲載されている。

写本一覧

1）パイーシイ文集（Hal｛c目eB　C60PIIHIく）キリル・ベロゼルスキー修道院写本コレクション

（Co6palllle　K｝IpH翻06e誕03KpcKoro　Mo｝lacTb［p，1）写本整理番号No．4／工08！14世紀　第40葉

表から第43葉裏まで

2）ノヴゴロド・ソフィア。コレクション（140B【・op（城cKoe　Coφ曲cKoe　co6pali14e）写本整理番・

号1285番　15世紀　第84葉裏から第87葉表まで

3）キリル・ベロゼルスキー修道院写本コレクション　写本整理番号　No．43／！120第

128葉裏から130葉表まで　16世紀

4）HCPK　l946r．写本整理番号　35／2F．文集『ズラタヤ・マチッツァ　金の梁）』

　（C60pH照“3照T朋携aT服a”）第145葉目表から第148葉目表まで

5）チュードブ修道院古写本コレクション（qy如BcKoe　co6paH腱）写本整理番号No．270

第221葉表から第224葉酸まで

　5）が国立歴史博物館（在モスクワ）に所蔵されているほかはすべて現在シチェドリン

名称ロシア国立図書館（在サンクト・ペテルブルグ）が所蔵している。

このテキストについて

　テキスト：ロシア共和国サンクト・ペテルブルグ市ロシア国立図書館所蔵写本整理番号

HCPK　l946F．35／2F．文集『ザラタヤ・マチッツァ（金の梁）』145葉目表から148葉目

表まで

　本テキストは上記の写本から転写を行ない、パンクチュエーション、文法的な整合性な

どを考慮したうえで、その確定を行なったものである。対照テキストとして使用したのは

以下のもの。本文中に番号を打ってその異岡を示した。

　対照テキスト：ロシア共和国モスクワ市国立歴史博物館所蔵　写本整理番号　チュード

ブ修道院古写本コレクションNo．27022！諸表から224葉表まで

凡例

1．本文中単独の番号は、番号をふったト℃PK中のその単語がチュードブ・コレクション

では脚注の単語であることを意味する。

2．本文中同一の番号が二つ出てくる場合、即ち、51My＞Kb，＞KeHb5三のような場合、二つの

番号に挾まれたHCPI〈中のその箇所は、チュードフ・コレクション写本では脚注におけ

　る該当番号の表現となること、例えば、51－51My＞lq、14　HくeHbとなることを示す。

3．脚注“皿OB”の印はHCPK写本にない表現がチュードブ・コレクション写本に存在す
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　ることを示す。例えば、本文中＞Ke176・脚注176双OB　TOが示すのは、チュードブ写本で

　はこの＞Keの次にTOが来るということである。

4．脚注“HET”の麟はHCPK写本にある表現がチュードブ・コレクション写本には存在

　しないことを示す。例えば、本文中115p頒y　H115・脚注115－115HETが示すのは、チュー

　ドフ写本では、HCPKに存在するpo好哲が存在しないということである。

5．テキスト中、下点線はパイーシイ写本テキストと同じ箇所、下波線は基本的にパイー

シイ本テキストと同じだが冒に見える変更をこうむった箇所、下実線はパイーシイ本に

はないがノヴゴロド本にある箇所、二重傍線は恩金ロイオアネス講話』からの引用。

テキストと試訳

145

C調oBo　c（BH）ToPo　rp哲Fop｝｛分1，H3bo6peTeHo28も3　To認銭坐）x4　er’o，

oTOM5，　KaKO　HもpBoe6πoral棚cy瓢e興3繊哲7　K調aBH朋cH服。調oM％Tpも6big目Mb　K誕a甜，哲）Ke　H’o

｝韮（blll）も11　TO　TBop擁Tb。

Bn八HTe12　J蓋H　oKaHHyio13　c四〇，　14　cKBepHy｝014　cJ匡y＞K6y　cTBopHeMy15　0T　cKBもPHbHb116　H3b正Kb

e開田14H麟17 @　0層目HH睦哲18，　　6」1日目MBbl興　　＞KepTBbI　　yqeH目eMb19　　双同月Bo』eM「b20，　　匿3｝）06PeTも｝｛021

1！素話胆q廻鎚避■鋤量1訟訴q麹凱．．鼠！～q轡〉翼｝1ぜ先言凸IN至肥ぼ論評籠M瓢yTb．出訴㌻浬溢乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MH∫｛L艮e　cyeTy　韮4cTHHHoio　，　cJiy）Ka田e　舅　KJ正aH5｛｝ol且ec5｛　目丑oJIoM　，　鍼eKoero　　　yxbl田pe卜｛He

6もcoB儀）cKoe29　TBop月唄e30．　　ムへb匡）Ke　c聾x径〕，　qa双031，0回目euエeMcH　HeqecTHBb正x「b32）KePTBb，

l　　Fpi41’opb只　　　　2　　P夏306PもTeHo　　　　3　　B　　　　4　　To諏妓もxドb　　　　5

0e　7擁3bl艮bl　8｝｛八。誼oM王）　9　Tpe6bl　10　HETレI
Be双｝iTe　　　13　　0KaHbHy｝〈）　　　14　　cKBel）HbHy｝0　　　　15　　cTBoP月eMy｝0

17　　e護顯HH　　　18　　0KaHb1M匿　　　19　　yqeH目eMT）　　　20　　双bHBoみeM1＝）

22　　翼oTBopeHMeM「b　　　　23　　KoLL工K）｝｛aM’ヒ）　　　24　　ノエOB　14　　　25　　Tpe6b正

27　　匡4八。説oM筆）　　　28　　HeKoe　　　　29　　6ecoBbcKoe　　　　30　　TBopHuJe＞Ke

32　　卜leqCTHBblx

TOM顎）　　　　6　　　rlePB－

　11　　日b夏｝｛e　　　 ！2

16　　CKBもPHeHblXb

21　　匿3「bO6PもTeHa

　26　　哲CTH巨Olo

31　qa双a

その注釈に見いだされる聖グレゴリオスの説教

かつて諸民族が異教徒であり、偶像を崇拝し、

　　これに供物を捧げおりたるのみならず、

　　　　　今もこれを行ないたること

　あの呪われ、臓れたる祭式を汝らは見るであろうか。回れ、呪われたるヘラスの民びと

が悪魔の二二を得て偽りの捧げものを行なう儀式、閣の悪魔のあやかしによって催される

あの祭りを。邪悪なるでたらめごとに供物が捧げられる。邪悪な教えを奉ずるものたちが、

嘘を真と偽って偶像に勤めを為し、脆拝し、悪魔の思案をどのようなものでも実行に移す。
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『聖グレゴリオス講謡』伝承史のテキスト学的研究（苗編）

14506

掛目9些鰻ll一歩黙負1メ翼乳旦．輿鯉顕把罵購！≦興飢邸聖gll．9翼旦照g讐一婦控丁鯉⊥越麺曵胆

HPoKJI只TaFo，　copoqHHbcKaFo　　＞Kepua　　｝i　eJIJmHbcKbla37　JI｝06Be，　6y6eH王》HaFo3s　夏1護ecKaI週14∫｛，

cBNpeJ夏bH三目393ByUH，　rlJI∫｛caHH∫｛，　q）py＞KbcKu只cJIoHbHH艮a40　H　rycJH4，　Myc目K麟只41レ董3aMapa，哲＞Ke

6も。只TbcH42＞Kpy環e　M（a）T（e＞p哲6もcoBbcTもガ3，　Aφpo汲14丁麟60rb旧H44，　KopyHも4514　ApTもM駅も46，

艮歪　　11poK謂HTも目47　　双MoM頚ecM48，　　cTeFHopa｝KaH目卜049　　H　　He丑。｝loH」eHb正頚50　　HopoムbH4，　　6（oの｝）51

My＞KbH｛e田，51，　AΦ麟BもHcKoe　6e3yMl遷oe盟IH田）cTBo52日oqレITaioTb　aKbl　6（oF）a．　HceMeJ隅4Ho

Tpe60K諏a双eHHe　rPoMy賊MoJI田4廻Nn），｝｛Bレ嫉aM53，　mKe　e（cTb）546uJ凱553M正層i　B哲」璽b艮56　HaPI41柔aeMb，

ero＞Ke　y6H八aH跡汲も目pOpOK領・57　Bb　BaB馴OHも．　Φ目測｛Ka艮H＞Ke　HφiOφy調｝撮，騒TyTb　cpaMib旧

y皿N，HKJlaH，贅oTbcヲ｛58監4Mも，　M　TI）も6bi59　M醗「b　KJ正a汲yTb．　OT　HHx＞Ke　6060Jli、ape卜星ayqb田ec∫｛600T

cpa暫IHb藍x筆）　y双oBb　哲cTe1〈田y正06三　cKBもpI｛y62　81〈y正↓IaioTb，　pKyL賦e63，　HKo　T『』M篭・63　BKy鼠le正帽eMb64

0UもLUaroTbcH65　rpもcH．　　TaBpbcKa釘双棲・Tope3aHH月66　匿ノLo訊oM67，　e＞Ke　oT　HもpB至・HeUb68，皿alibcKa月

Tp1う6茎4二障bflaチ169　KPOB隈）70，茎耳）Oca＞KaeMa　pa卜藍aMI4，　e正0＞Ke　Ma＞KyTb71　E双aKmo726（0）H）1田〈），α4K）＞Ke

及（e）By　MH露Tb．　レ11＞1oKo田b毛｛TyTb，　H亙aJ正aK田。，　H　K｝｛Jly

33

38

43

48

52

58

62

67

72

ノエb，IBOJIbCKaFO

6y6eHbHaro

6もCOBbCT杢｝1雀

双｝｛OMレICα｛

rlb∫1｝．lbCTBO

KJIa卜蓋チH．OTC∫1

cKBepHy

H口曳OM’b

E且aKI鷹1蓋蓋0

　　34　　K」星a且e卜me　　　　35　　1q）｝IHbcKaro　　　　36　　0KaHbHaro　　　　37　　e訓屑卜H）cKb151

　39　　cBレ訂Pb調田4疑　　　　40　　c説oHbua　　　　4！　　3aMyc｝IKH分　　　　42　　癬bIc月Tc月

　　44　60ギ｝lllH　　　45　Kopy｝瑚　　　46　ApTも醗H以H　　　47　Hpol〈」IHTもH

　49　　cT至・rHopa＞KaHHIo　　　　50　　He双ouieHu赫　　　　51－5！　　My＞Kb｝1＞KeBち

　53　　BレMy　　　　54　　ecTb　　　　55　　6bMT，　　　56　　BI4縄径）　　　57　　翻P（o）P（o＞K

　59　　Tpe6bI　　　60－60　　aayqbLHec，160、贋一ape　　　　61　　レ1回目eKu」lo｝0

63－63　　HET　　　　64　　BKyLuel量目eM－b　　　　65　　0しML1黒a正oTc，1　　　66　　双もd獲oPも3aHレ1e

68　　HepBe田｛艮b　　　　69　　Tpe6目k最1韮aチ1　　　70　　KpoBb　　　　7】．　　Ma＞KloTb

　皆の衆よ、私達はこのような汚らしい供犠から離れようではないか。悪魔に勤めを為し、

生蟄を捧げることから。クレタの祝われた教師、忌まわしいモ海田ッド即ちイスラムの祭

司、ヘラスの色ごと、太鼓の連打、笛の音、踊り、ブリジアの吹奏楽、竪琴、詩の朗唱と

ザマラから。連中は鬼に葱かれたように乱痴気騒ぎをして悪魔の母アフロディテに、コリュ

バントに、アルテミスに、忌まわしいディオミディアに生蟄を捧げるのだ。腿からの誕生

や月足らずの逆子、アンドロギュノス、アテネの常軌を逸したばか騒ぎを神のように崇め

ることから。雷や稲妻に、ヴィールに、セメラの捧げものを供えることから離れようでは

ないか。予雷者ダニールがヴァヴィロンで殺した蛇をヴィールと名付けている。ファロス

や堅く張りつめたファロスを崇拝することから離れようではないか。人々は恥部を崇め、

それに跳拝し、供物を捧げている。恥部から流れ出る液を食することによって罪が清めら

れると言いながら、この嘘の教えを信じて、彼らは恥部から流れ出る液を食するのである。

タブリスで偶像に捧げる子供の生賛。最初の子供から屠るのである。スパルタの血の供犠。

切り裂いて流した血を女神エダキヤに塗り付ける。このエダキヤは乙女であると考えられ

ている。そして、モコシとマラキアを崇拝している。
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補注：Φpy”〈bcKb1H　lまφp51rに曲来する語。φp｝lrはギリシア語のφρ∂γ7‘oζ、ラテン語の｛rancusに由来

（C』oBapb　CoBpeMe【llloFo　PyccKol「o　Jh1TepaTyp｝lo｛・oヲ13blKa，腰’．16）し、元来フランク人という意昧であったが、ビ

ザンツの例に習い（p．211、ロシア史1、菓京、／995）、イタリア人を指した。ことに、ジェノア人に用い

られたが、後に西欧入一般をこう呼ぶようになる（Ho．月Hblli恥pK（〕BHr　c。租aBF［HcKL1曲。』oBapb，　N1．，1899）。本稿で

は、しかしながら、原典がφρW6レ（φρむξ）＝P熱rygiallsとなっているので、あえて「ブリジアの」という

訳をとった。写字生の取り違えによるテキストの変容の一例と言えよう。

M6
B「』・』bM正473　Hoq口TaroTb，　peKy川目74‘‘By∫｛lq）正H雇75”．　Hl』」正eHoBo76　Tも踊Hoe77　M∫正coc瓢⊃TBopeH麺e78，目M

＞Ke　HacblLUaチ16（o＞rbl，　TBopH　a涯し｛Hb179，」1｝1　Tp目論。双aノエe説φHし｛bcKaro80　Bopo＞Ka81，　JIHKa調Ho823aHo朔cT－

Bo，　Bo”xBoBal｛｝1e83 C　Bo濃脚b6Haa84　rlporlo13も丑b赫Hay314　cMpa丑｝量磁茎，シコxa護汲も｝1cKa兄ocTPoHoM｝況，1つ

pQ丑bnoq躰TaH目e85，｝｛（PpaqbcKb藍a86　cHbl，レl　qaPbl，レ｛ycpH田a，匪Ko田b87，　EI3pもJloBy杢・88匿89　cKBも

pHb田9G　6ac限i駐　Ko1且yHbI91，エ＞h4TpoΦaHa　MyKaBopo＞Ka　．　HaP睦UaH　目paB杢》八Ha簸92　rlpo董く護，IToro93

0c14p目口a　Po｝｝〈eHHe，　M（a＞丁哲　60　erQ94　pa＞歪〈aμ：）1艮H　ol〈a3匪。∫｛95；　H　ToFo　cTBop｝琵工la　6（o）F（o）MT），　レl

Tpも6y96　eMy　TBop野xy　oKaH｝1田497．　OT　Tもx氷e双PeBJ建）98143BblKb礒．夏e99　xaJI双も14，　Ha毛｛a田a　TBopHTH

Tpも6b［loo　Bも」星至4Kbllol：po双y　H　po＞KaHHUaM領），　flopo｝Ke｝IHK）lo2　npoKJ匡∫1Taro　H　cKBもpHaFolo3　6（or）a

Oc目pH丑a．　ToPo氷e　OcHp哲双a　cKa＞KyTblo41〈liHFbl　copoqp田bcKb田，　HKo　He調も匪blMblo5“poxo汲oMb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユむ　　　　　　　　　　　　むお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109コ入oK丑e　cMep双チ｛田騒M「垂）　，舅　Ty丑a　po八二田ac負　copo｛｛睦Ha　　，　哲　ToFo　pa汲｝1　copoqレ1｝lb1　　MuoTb

oxo双b正，　H　60Jlrape，　i4　Toplq）MeHello，レ藍06e3Hu1，目　KoMぬ睦，　oTTy八a　＞Ke　H3BblKo田al12　eJIJIHHH113

蹴acTH　Tpも6bl114　Po皿yl1514　po＞KaHHuaM筆、，　Ta聡er湘丁頸e，　Taqe　pレ正M』紐正も116，　To＞Ke廼双。　c識oBeHあ

八。｝iz瓦e．　Ce）Ke　cJlo13eH｝｛Haqa田a　Tp杢》6b正1玉7　KJIacT匪po丑yレ薯po＞Ka｝｛目uaMも，　rlepyHa　6（oのa　P正xb，　a

Hpe＞Ke　ToFo　KJIaJIH　ym｛peMb

73　　Bも凋M穀　　　74　　peKy田e　　　75　　6yチIKHgH　　　76　　H二相e涯erloBy　　　77　　TeMHoe

78　　M黛coTBo茎）e｝｛目e　　　　79　　a護畦bH正）蓋　　　80　　双e』Φ｝｛qecKaro　　　　81　　B正）po＞Ka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ82－82　　14Ka」IHo3aHcTB　　　83　　Bo」IbxBoBaH盟e　　　　84　　Bo護L慧e6藍｛a月　　　　85　　し｛HTaHHe

86　　φpa｛｛bcKbI鑓　　　　87　　Ko目ユb　　　　88　　eBprセ・廼護oBbl　　　89　　HET　　　　90　　cKBeP｝｛e｝｛b夏

91　　KoLU｝oH董）1　　　92　　HpaBe及卦la，1　　　93　　“pol〈a班TaFo　　　　94　　HET　　　　95　　Tpe6b歪

96　　Tpe6b藍　　　97　　0KaHbHH｝1　　　98　　八peB諏e　　　　99　　目3臓blKu．Ie　　　　100　　Tpe6b夏

101　　Be設｝｛Kb1　　　　102　　no．πo＞Kb賛｝i｝o　　　　ユ03　　cKBep｝ぎeHar・0　　　　104　　cKa｝K｝〈｝Tわ

105　　He護もHb［M　　　　】．06　　cMep双5｛L且HM　　　　lO7　　copoq匪Ha　　　　108　　cQpo｛｛H厳3

109　　Mb正foTb　　　　110　　T1〕pKMe　　　　lll　　o6｝雪3鞍　　　　112　　H3「bBb量Ko且」a　　　　113　　e」IH琵H

114　　Tpe6b韮　　　1】．5－115　　HET　　　　116　　P正4MpHHe　　　　1！7　　Tpe6美）1

　「気性が荒い」と言ってキラを大変に深く崇拝している。罪深いペロプスの肉切り。神々

が空腹だと言ってこの肉で神々の餓えを満たすのである。デルフォイの魔術の鼎、カスタ

リの泉を飲むこと、幻術、魔法の説法、けがらわしい邪視、カルディアの占星術、祖先崇

拝、プリジアの夢占い、魔法、籔、オルフェウス運命占いとけがらわしいお喋りと作り事、

ミトロファンの妖術を捨てなくてはいけない。オシリスを生んだ母親がちゃんといるのだ
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からという理由で、呪われたオシリスの誕生を本当のことだと信じている。そして、オシ

リスを神と見倣し、呪われた人々は大いに供物を捧げている。大昔カルディア人たちから

ギリシア人たちは習い覚えて、けがらわしく呪うべきオシリス神の誕生をまつり、ロード

とロジャニツァに大いなる捧げ物をするようになったのである。このオシリスについてサ

ラセンの本には次のように書かれている。汚いところを通ってくさい臭いがっく。そこか

らサラセン人は生まれてくるのでかれらは女性の陰部を洗うのだと。ボルガル人、トルク

メン人、オブハジア人がまずこれにならい、ギリシア人が彼らからロードとロジャニツァ

に捧げ物をすることを学んだのである。それから、エジプト人、それから、ローマ入に伝

わり、スロヴェネ人にも達した。スロヴェネ人はロードとロジャニツァに捧げ物をあげ始

めた。また、彼らの神ペルーンにも捧げ物をあげた。それ以前にはウプイリやベレギニャ

に捧げ物を捧げていた。

14606

Tpe6b田6epeFb一眠墜）．　no　c（B搬）ToMb　Kp（e）田（3）卜疑1鱈r姪、pyHa…ユ81｛3bBepFo田a呈i9，　a　Ilo　X（P回cT／a

B（of’）a　5｛LIIac月，　Ho　H　蕨（bのHe　Ho　yl〈Pal質｛aM築）　MoJ藍，ITbc5f20　eMy，　【1poKJI，正ToMy　　6（oF）y　HepyHy，

Xopcy，ムへoKo1Llレ1，　B馴aMち，騒To　TBoP5蓋Tb　oTa14，　cero＞1〈e　He　MoryT正）｝21　c，Mレ1田｝翌T鋪rlp（）K涯ylToro122

cTaB説1』Hl朝123　BTopbl∫I　Tpyl【1も3y124　Po双y125，　po＞1〈aH14LエaMb｝la　l3e澱IKyio　IIPも諏もcTl⊃126　Bも閃blMも

xp（魏）cT彫IHo㌶b127，　a12s　Ha　x（y）Jly　c（13幻ToMy　Kp（e）L員（e）H薯｛蛋。　｝1卜韮a　I・Hl陰）B　B（oのy。　BもpyloT正）

y脚eM筆，’29　H　M涯a／更（e）鰭脳3Ha丑6alOT’30　M（e）pTBbl，　H　6epeFbl朋Mb13㍉Hx＞Ke　Hap麟UalOTb　c瓠Mb

cecTpeH職b，　a　双py3｝重H　Bもpy｝oTb　B「b　CBapo＞K照a132，　ApTeM駅a　茎4　ApTe浦1螺io，【4M｝、133

＞Ke　し1（e）調（oBe）L貸i臼eB坐）JiもrJlaclべ34　踊oJ田Tbc∫｛B5　レi　KyPb藍雇Mb　p寸う＞KyTb　I4　To　6JlyTi4BIHe　To＞Ke

caMH　チi五チITb． Oy60rb捌ω1＜o照1』＞Ke　He　Ha・1（e）cTl，　c（B，箭＞TblM1361iop脚cTec，ヨ，　Hlづ蓋37　Ha

q（e）cT正）　BもpHbl評IT・138　t塁（e＞護（oBe）KoM「b！　O　　y60raH
KyPチ｛Ta，　∫｛＞Ke　　卜la　　＞KePT呂y　　レ1双。・艦OM「1＝）

pも＞KyT｝〕c∬139，レ1日目｝｛Bo140　Bo双ax「b141［loToH護只eM14142　cyTb，　a　i4H“H　KoM3　K護a及y13eM笈二》144　Hp14Hoc警1球e

Mo朋Tbc｝1145目BbM6　Bo双y　Mも琳oT147，　Bも屑～apy148＞KepTBy　rlp14Hoc∫1王最e．　A双py31聾l　rloパ49

OBI畳10M矧Bb150目OBもTもx15’cKOTレ嗣Xb’52銭｛醐Tbc只153，　aKbl烹54110ra卜1田ぺ55a　l4卜1斗｛｝4レI　Tpe6aMl歪155

Mep3「bKb正MH156　Mo護HTbc鑓157　6JlyT賊B田e，　a　｝｛卜財14　H則oTb正58　K｝詫cKbi哲　pocT儀）Kb正」里yKaBb正Mパ59，　｝i

KyTHy　6（or＞y，

118

123

！27

131

135

140

145

15！

rlepyHa　　　　／19　　M3BbPfO砿匡a　　　　120

cTaB謹eH賊チ1　　　124　　Tpチ質le3b正　　　125

KP（e）CTI｛分日。舗彊）　　　　128　　ノ玉OB　舗　　　　129

6epere賢錘M「b　　　　！32　　CBapo＞K騒Tbua，哲

醗0譲月TC舞

Bb　　141

Tpe6aM廼

159　　認yKOBblMI4

MOJ田TC月

flOBもTex「b

　　　156

136　　CB｝｛Tb臥’Ib　　　　137　　卜星e

BO双ax　　　　142　　HOTari涯チleM腔

146B　147　Meし1卜OTb

　152　　CKOTb∫lx　　　　153

Mep3「bKMI4　　　　157　　Mo武門Tc廻

Mo護月TcH　　　　121　　MyFyT　　　　122　　11po｝〈縄チ玉Taro

八OB　I4　126　Hpe」leCTb

　y11HpeM　　　　130　　3HaMeHa正OTb

　　133　　HM　　　　！34　　HeBelMacレ1

　　138　　B堂・PH菱）IM　　　　139　　Pも＞lqOTC兄

　　　143　　K■）　　　　！44　　K諏a八e3eM「b

　　！48　　Be護eaxy　　　　！49　　110双「b　　　　150　　B

Mo諏チITC”　　　　154　　aK翔　　　　155一】．55　　a　　I喋H日目

　　　158　　目b｝OTb
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　聖なるキリスト教の洗礼を受けたのち、ペルーンは放逐され、人々は神キリストを信じ

はじめたが、しかし今に至るまで辺境では幌われたる神ペルーン、ホルス、モコシ、ヴィー

うどもに祈りを捧げている。しかも、これを密かに行なうのである。同じようにロードと

ロジャニツァに第二祭壇を設けることをやめようとせず、敬慶なキリスト教徒を大ペテン

にかけ、聖なる洗礼に侮辱を与え、神の怒りをかき立てている。ウプイリを信じ、赤子が

（生きているのに）死んだというふりをしてみたり、七人姉妹と名前を付けてベレギニャを

信じている。また、スヴァロジッチを信じるもの、アルテミドとアルテミジアを信じるも

のがいる。アルテミドとアルテミジアに人々は小声で祈りを唱えたり、鶏を潰したり、血

迷ったものは自分が食べたりしている。おお、かわいそうな鶏よ、汝は聖者たちの御ため

に生まれたのでもなく、二度なる人々のために生まれたのでもない。おお、かわいそうな

鶏よ、偶像への蟄となるため汝は切り殺される。水の中に沈められてしまう鶏もいる。井

戸端に引っ張って来て祈りを捧げた後、鶏を水中にほうり込む蛮もいる。ヴェレアルに生

蟄を捧げるものもいる。穀物小屋や家畜小屋の軒下で異教徒のように祈りをあげるものも

いる。血迷っていやらしい供物を捧げるものがいる。葱の塊や汁を飲むものがいる。

147

目Bも」建・1606（o）Fb旧H，　H二間pe｝〈）161，　H　O6匿涯yx坐・，　H　cKoTHy　6（oF）y，哲瓢orlyTH員Ky，鱒」艮もcHy　6（oF）y，

H　cllopbiH負Mb｝62，哲　Crlもxy．　AKH　6e3alくoH田田163　e讃Jl｝IHHI64　H　xa雌もH　MHoFoMb　6（o）Fo赫b

MO護HTI、cH’6 _酬60卜le　3Ha玲皿睦166　B（OF）a，　ce　TBOp廻Tb，　a　C目He　TOKMO　B（0）ra　3Ha沁環e’67，　HO’68

Hxp（幻cTb∫｛He王69　c兄Hap腔Ua｝oLUe，　a　Fop田H　rloFaHbix「b170　cyuエe丑も」正a　TBopチ至u夏e，ムa　TもM篭）Fopme

I4x壬、顯17王MyKy目p照鋤iyTb．　A裁py3脳orHもB腔172　H　KaMもHHK）173，　H　p’もKaM「b，　H哲cToqHHKoM174．

He　ToK｝〕Mo175　＞K♂76　B王77　星loraHbcTBe178　To　TBop月xy，　Ho　H　MHo3H　H（b匡）Hも　To179　TBoP月Tb，

xp（麟＞cT睦珊He180　c只　Hap目UaK）環ecチ至181，　双eJ正a　coToHH｝｛a　TBopHLμ藍4182．　抵ocTb183　cl且H卜正只丁184　rIo

M（e）pTBb夏x，遡HpocBもTb｛，口6双も澱｛賊Kモ），｝｛6｝lpHしleMb185　HFpa｝oTb，　H田axbi，　H誕’もHKbI186，踵TaBJ正も目．

Hqepecb　oFHb　cKa騒｝oTb，　KoJI目　FpoM「b　rpもM廻Tb187，　M　Bo双y　Kb　KyT哲ガ88　3ayHoKo哲H7も｝賓189

cTaBJI灘K）TI）Ha　cToJ互U匪，哲190　cM「』丁睦H1飯　y　BopoTモ・M192　＞KryTb　Bb193　BもJI匪KblH生94　qeTBepToK195，

Mo凋B月u」le196　TaKo：　‘‘y　ToFo　orHH　双y田a197　Hp員xO双月田e　OrpもBaK）Tbc只198．”　瓢卜1月田ecH

xp（H）cTb月He199，　a　匪oFa｝｛bcKaH　Aも調a　TBop∫｛田e：　HaBもM1⊃　200MoBb　TBop∫｛田e200，　H　rleHe護。顛「b201

nocpも双も202　cbmJIK）Tb，　rlpor董oBも双a｝oTb　MHca，　MoJ正oKo，　MacJlo　腔203　HH以a，　H　Bc月　「更oTpe6Ha霞

6もcOMb，　Ha癌環b204識bのTb　MblT日。朋Mb　TBOp畷e，

160　　Be識坐・　　　　161　　心置pr』bFo　　　　l62　　c叢ol）blH鰹MH　　　　163　　6e3aKoHbH口賊　　　　164　　e諏eH嫉

165　　Mo』只Tc只　　　　166　　3Ha卜oL舐哲哲　　　　167　　3Ha卜。はしb　　　　168　　H王）　　　169　　KP（e）cTb∫｛He

170　荘ora疑b正x　　　171　HET　　　l72　0田eB匪　　　173　KaMel・【隣0　　　174　琶cToq卜mKoMb

！75　ToKMo　　176　且OB　To　　177　Bb　　　178　qoFaHbcTBも　　　179　HET

180　Kp（e）cTbHHe　　　l81　Hap｝｛艮a｝ou工e，　a　　　！82　TBoP只Tb　　　！83　　MocTbI

184　　竪田｛シ｛Tb　　　185　　6町）睦qbeMT）　　　］．86　　謂歪・Kb藍　　　187　　rp睦M賄Tb　　　188　　KyTb目

189　3ayHo廻Hも駐　　　190　HET　　　191　cMeTbe　　　192　BopoTb　　　193　B

194　　8e涯匪KoH　　　　195　　モ｛eTBepFb　　　　196　　Mo涯B熟田　　　　197　　丑LHa　　　　198　　0FpもBa｝oTc只
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199　Kp（e）cTb匡正｛e　　　20餅200　HET　　　201　“o巨e調oMも　　　202　Hocp’も双　　　203　H£T

204　Heqb

　クトン、ベリャ、ヤドレイ、オビルハ、家畜の神、道祖神、森の神、スポルイニやスペ

フに祈りを捧げるものもいる。無法なギリシア人やカルディア人たちのようにたくさんの

神々に祈っているのだが、それは彼らがただ御一方なる神を知らないがゆえにそうするの

である。しかし、この人たちはその神を知っているばかりか自分たちをキリスト教徒だと

名乗っている。これは異教徒よりひどいことをしているのである。だから、そのことによっ

て異教徒よりもひどい苦しみを受けることになろう。火や石や川や泉に祈るものもいる。

異教時代にそうしていたばかりではなく、今に至るまで多くの人がそのようなことをして

キリスト教徒だと名乗っている。悪魔の所業を行なっている。死者のために橋を作る。プ

ロスヴェト、ブデリニク、ビリチ、将棋、レイキ、さいころ遊びをして遊ぶ。雷が鳴ると

きに火を飛び越える。故人に捧げる蜜飯に添えて水を卓に捧げる。木曜大祭の日に「この

火にあたって、やってきた魂が暖を取るのだ」と言って門のかたわらで屑を燃やす。キリ

スト教徒だと思い込んでいるが、異教徒の振る舞いをしている。死者のために風呂をたく。

真ん中に灰を振り掛け、肉や牛乳や油や卵、鬼が必要とするすべてのものの在りかを教え

る。
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茎4　HorTI4　06pe3aBuJH232　6JI｝〈）及yTb233，　H　B「b234　Ka艮b，　員　yro誕b　Me｛｛loTb235，　3a6b正B斑e　B（oF＞a，

cTBop田afo　He60　レ蛋3eMJHo，　MQpe236　目　peKbl，　McToqHm〈bl，　目　TaKo　BeceJI露LUec5｛　o　π4うJIもx㌔237

cBo隣xb，卜蓋e　HoMl鞭e　c」loBa　peqeHl｛aFo238：‘‘C（o）珊e　cH月eTb　Ha23g叩aBも照醐239レ田a240

rpもb田bHbi簸2d。恥＞Kb242肱eTb　lia叩aB触Hbl闘Ha　rpも田Hb15ヨ242．”rlaKb1243　Hくe　e職e廻ce：

er跡目丁田遷も244　Heモ｛（H）cTbla245　TPe6bl　KJIaムyTb

205　　qex澱）1　　　206　　y6pycb　　　　207　　M1〕Bト1レ奮uも　　　　208　　HもpeTわ　　　　209　　K諏aH珊oTc只

210　　3」ioy醗bK）　　　211　　Hx　　　212　　cM歪・K）Luec∫｛　　　213　　rloP隻・“pK）TbcH　　　214　　B

2！5　Ho巨e護e　　2！6－216　臼oKa3aK）Tb，　HM堰）　　2！7　叩e湾b環eHHe　　218　HET

219　　IlporヨoBr』、丑aHoe　　　　220　　双b再Bo調只　　　　221　　r耳）e護ecTb　　　　222　　1〈P（e）cTb月He

223　　双py＞K口哲　　　224　　BepLLI只騒ec分　　　225　　∫］IOB茎d　　　226　　顕HHM　　　227　　エ〔OB　H

228　ycTp興騒K）　　229　HET　　　230　Bopo＞KK）　　231　B只＞KK）Tb　　　232　06pも3aB田e
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233　　K護a／lyTb　　　　234　　Bモ・　　　235　　Me紙｝〈）Tb　　　　236　　MopH　　　　237　　皿も諏ex

238　peq（e）Haro　　　239－239　i4　He　Ha　rlpaBe躍lb田　　　240　HET　　　241　Fpも1HHb正∫1

242－242　　卜｛eT　　　　243　　rlaK（蚤）至）　　　　244　　er・y瓢丁負He　　　　245　　Heq（目）cTb田

　暖炉に鬼たちを洗い清めるのだと言って水を流し込む。手洗い器のわきに布や手拭いを

かける。手を洗いながら、その布の切れ端に接吻をし、脆拝する。悪魔たちは彼らの悪巧

みに大喜びし、灰の中で転げ回り、彼らを嬉しがらせるためにその痕を見せてやる。これ

を見て、人々は互いにお喋りをしながら立ち去り、先に（鬼に）在りかを教えたものを食

べたり、飲んだりするが、そのようなものは犬も食うほどの値打ちがない。何という悪魔

の誘惑であろうか。異教徒でさえそんなことをしはしない。しかもキリスト教徒がそれを

やっているのだ。ストリーボグやダージボグ、ペレプルトを信じる者がいる。ペレプルト

のためにくるくる回りながら角の杯で酒を飲むのである。夢占い、運命、辻占、命数、魔

法、卜占を信じる者、守り帯を締める者、それを子供に結び付ける者、切った爪をしまっ

ておく者、桶にいれる者、足の爪を頭に置く者などがいる。そして、ビールを煮て釜に塩

を振りかける。炭を投げる。天と地、海と川そして泉を翻った神を忘れているのである。

「太陽の光は正しい者の上にも、罪深い者の上にも、降り注ぐ。雨は正しい者の上にも、罪

深い者の上にも、降り注ぐ。」と言われている言葉を忘れて、露分の所業に大喜びしている

のである。
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双e騒bPHもBa目銭B謎eH藍｛鑓HpaBe及Haro　cyムa　Bo＞KH∫1，　e＞Ke　oT及acTb　KoMy＞K澱。　Ho双も」IoM「b　er’o，，．　　Bor’y

＞Ke鍼a巨1eMy　cJlaBa．　CH＞Ke　IloBもcTb　BeJ溺Ka，　Ho　Mb｛」1喰）HocTM　pa双｝1　HaHレ蛋caxoM　Ma諏。。

　まだこんなことがある。エジプト人たちは「ナイルよ、汝産みの神にして穀物の育て主」

と言ってけがらわしい供物をヴィールと炎に捧げる。一方、穀物が実ったときに炎を灯し

てスポルイニャに岡じく捧げ物をする。このために呪われた者たちは南を敬い、南を向い

て脆拝するのである。ナイフでパンに十字を切ったり、ビールを飲むとき杯やその他の物

で十字を切るが、それは異教徒の振る舞いなのだ。ちゅうちゅう音を立ててビールを飲ん

だり、蜜を吸ったりするが、これは異教式の供犠なのだ。何か’落としたり、こぼしたりす

ると、犬のように這いつくばって水だろうと何だろうと飲んでしまうが、異教の振る舞い

である。嫁にやるとき花嫁を水のあるところに連れてゆき、鬼の為に杯を開け、指輪を水

の中に投げ込む。

テキスト解題

　本研究でテキスト翻刻の対象となったテキストは『聖グレゴリオス講話』のプスコフ・

ヴァリアントである。本稿でテキストの表題とした『聖グレゴリオス講話』は便宜上の略

称であり、正式には『その注釈に見いだされる聖グレゴリオスの説教　最初の異教徒たち

が偶像を崇拝し、これに供物を捧げおりたるのみならず、今もこれを行ないたること』と

いう長い題名がついている。

　その題名に冠せられた聖グレゴリオスとは、言うまでもなく、カッパドキア三教父の一

人（ほかに大バシレオス、ニュッサのグレゴリオス）、キリスト教典礼、特に三位一体の教

義の確立に力を尽くした聖グレゴリオス・ナジアンゾス・テオロゴスである。カッパドキ

ア南西部のナジアンゾスの司教を父に持つ彼は、パレスチナのカイサレア、アレクサンド

リア、アテナで哲学と弁論術を学んだのち洗礼を受けた。子の神性を認めないエウノミオ

ス派や聖霊の神性を認めないマケドニオス派に対して、一貫してニケーア信条の立場を擁

護し、コンチタンチノポリス公会議を主導する役割を果たした。彼に冠される「テオロゴ

ス」という名前は、三位一体を観想した者、その教義の確立に寄与した碩学を指す尊称で

ある（3）。

　鋭い弁証法的議論と流麗な聖書の引用を交えて雄弁に三位一体を擁護した第27－3！番

講話は『神学講話』とも呼ばれ、その代表的作品として有名であるが、そのほかにも、244

通に及ぶ『書簡集』、400篇が現存する『詩集』、司教の職務から教会の祝日や葬儀などの機

会に行なった都合45篇の『講話』がある。本研究の対象となるテキストの原典とおぼしき

作品も、上記45篇の『講話』中39番目に見いだされる。『主顕節の聖なる光の中で』がそ

れである。

　「講話』のうちかなりの部分が聖グレゴリオスのコンスタンチノープル司教在任期（379

年から381年まで）に書かれているが、この『第39講話　主顕節の聖なる光の中で』も彼

のコンスタンチノープル時代の所産で381年1月6日（4）主顕節の説教として書かれたと

考えられている。主顕節を迎える喜びが主題であるが、このテーマは、しかしながら、驚
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くべきことに、私達が研究の対象とするテキスト、中世ロシアに移植された『聖グリゴー

リイ講話』とはほとんど接点を持たない。

　原典、即ち聖グレゴリオスの『第39講話』の中で、中世ロシアに移植された哩グリゴー

リイ講話』と重なり合う部分はその四分の一に過ぎず、しかもギリシア神話の様々なモチー

フが列挙され、取るに足らないものとして退けられる箇所のみであり、講話の主題そのも

のとは直接関係がない。実は、中世ロシア版ではどのヴァリエーションでもそもそも主顕

節についてさえ触れられることがないのである。しかも、取り上げられたギリシア神話の

モチーフは中世ロシア版ではことごとく曲解されていると言っても過言ではない。

　原典が『第39講話』であることを確認したのは19世紀後半のスラヴィストたちである

が、今一度その原典との突き合わせを行なってみると、原典と中世ロシア版テキストの間

に内容的な符合はほとんどないことがわかる。影響関係の痕跡を見つけることさえ難しい。

　つまり、両者を比較すれば、即座に次のような事実が浮かび上がってくるのである。千

年にわたるテキスト伝承の過程にはいずこかに大きな断絶があり（どこに断絶があったか

は後に触れる）、聖グレゴリオスの手になる原テキストは著しい改変を被り、私達のテキス

トの中にかれの精神活動の痕跡を認めるのが極めて難しくなった。このことは次のように

言い直すことができよう。様々な時代に様々な地域で筆写を行なった人々が、キリストへ

の信仰を暖め続ける過程で兆した様々な問題をこのテキストに投影し続けた結果、それは

独自の護教意識に裏打ちされた甥個の新しい作品として新たな誕生を見たのである。

　逆に、中世ロシア版『聖グレゴリオス講話』の側から見れば、次のようにも喬えるであ

ろう。グリゴーリイ・ボゴスロフという名はキリスト教典礼の確立に力をつくした大権威

という意味しか持っていない。実際の作者は、このテキストがプスコフに至るまで遍歴を

続けた各々の地で筆写を行なった写字生であり、かれらが土地の異教的な風習をテキスト

の中に書き加え、論難の対象とした結果、その誤解や理解不足によってテキストの内容は

ますます聖グレゴリオスの原典から遠ざかり、注意深く読んでも意味を解しかねる箇所さ

え出てきたのである。

　こうした挿入や誤解などによるテキストの変容は、『グレゴリオス講話』というテキスト

の重要な特徴なので、具体的な例を以下に引用しながら検討を行なってゆきたいと思う。

　『聖グレゴリオス講話』に質的な変化を強いたテキストの改変の典型的な例として、第

一に挙げることが出来るのは、“イスラム”や“ヴィール（あるいはヴィーラ）”に関する

記述である。

　ヴィーラと言えば南スラヴの妖精を指すのが普通である。ヴィーラは、髪を振り乱し、

翼を持ち、魔法の衣装をまとう若い女性の姿をしているとされるが、ここでは次のように

書かれている。「予言者ダニールがバビロンで殺した蛇をヴィーラと名付けている。」若い

女性の姿形をとった妖精は『講話』の作者によって「預言者ダニールがバビロンで殺した

蛇」と捉えられている。これは誤解としてもあまりに不自然であるといえないだろうか。

　実はこの記述には写字生たちによる混同が幾重にも隠されているのである。

　テキストには預言者ダニエルの名前が現われている。まず、このあたりから探っていっ

てみよう。ダニエルに関する外典物語群の中にダニエルが知恵によって異教神ベルと竜を

打ち砕く話がある㈲。
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　食欲が旺盛だ（捧げものをすると食物が消える）という理由でベル神が生きた神である

と主張するペルシア王キュロスに対して、ダニエルは「あれは内側は粘土で、外側は青鋼

でできていて、飲み食いするわけがございません」と答える。王はダニエルの喰うことが

正しいかどうかを試す。ダニエルが正しければベル神の司祭たちが、ダニエルが自分の言

明の正しさを証明できなければダニエルが死を賜ることになる。ダニエルは神殿に灰をま

き、夜司祭たちと家族が忍び込んで捧げものを食べていることを暴く。ベル神の司祭たち

は家族もろとも殺され、ベル神の神殿はこぼたれる。

　また、あるときダニエルは王にバビロニア人たちが崇めている竜をなぜ神と認めぬかを

問われる。かれは一笑に付し、「剣も梶棒も用いずに」竜を殺すことを王に約束する。ダニ

エルは「ピッチと油脂と毛髪を取り、一緒に煮てだんごを作り、竜の口に入れた。竜はそ

れを飲み込むや否や体が裂けた。」

　以上二つの話は、ダニエルがライオンの洞窟に投げ込まれるが無事に帰還するという筋

の話とともに伝えられているアポクリファである。テキストにおいて「預知者ダニールが

バビロンで殺した蛇」とあるのは、これらアポクリファを踏まえている。テキストの「ヴィー

ル」はベル神のことである。ところが、ダニエル記外典に当たれば一目瞭然であるが、ダ

ニエルは確かにヴィール（ベル神）と蛇の両方を退治しているものの、両者は各々甥物で

ある。即ちヴィール（ベル神）は蛇ではない。この経緯は2）写本のみが正確に伝えてい

る13）。

　アポクリファにおいてダニエルが倒したベル神と蛇が、テキストの作者によって内容的

に混同されて同一視され、その上さらに、名称の音声上の類似から南スラヴ圃有の妖精

ヴィーラとも同一視されることになったと考えられる。

　次に、イスラムについての脊及であるが、現代の我々から見るとそれらはやはり珍奇な

ものと映る。

　まず第一に、モハメッドはイスラムの司祭｝Kpe艮と呼ばれているが、周知のように、イス

ラム教においてモハメッドは早うまでもなく最大にして最後の預欝者である。イスラム教

を奉じる人々が、マホメットが異教司祭を指す即畷という茎葉で呼ばれているのを聞け

ば、只只だと捉えることは間違いがない。このテキストでは、故意の疑しめがなされてい

るのである。

　さらに、ざ講話』の中でイスラムの名前が出てくる箇所がもう一つある。エジプト神話の

オシリスに関する雷及（61であるが、それは次のようなものである。「このオシリスについて

サラセンの本には次のように書かれている。汚いところを通って奥い匂いがっく。そこか

らサラセン人は生まれてくるのでサラセン女は陰部を洗うのだ。」

　ヴィールに関する記述、モハメッドやイスラムの奇習（と、このテキストの作者が考え

ている）についての記述は、少なくとも、4世紀の聖者が知るはずもないことであり、現

にこの原典に当たると考えられている『聖グレゴリオス講話第39話神の光のなかへ』の

にはこうした記述は見盗たらない。これは間違いなく後代の挿入である。また、次のケー

スは原典が原作者（聖グレゴリオス）の意図とは微妙にずれて受容された例として興味を

そそる。

　ナイル河に関する言及は、原典と原典を非常に正確に反映した南スラヴ語訳では「ナイ
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ル河が実りをもたらしてくれるからと書って、穀物の実りをもたらすものとナイルを賛美

してナイルを疑しめてはいけない」となっており、その六宮には古代民衆のナイル崇拝の

根深さに対する聖グレゴリオスの慎重な配慮が感じられる。これに対して、本『講話』で

は「エジプト人たちは『実りをもたらすナイルよ、穀物の育ての主』と唱えて、ナイル河

に捧げ物をする」と、エジプト入たちと捧げ物をする風習に対する非難へと、論難の主旨

が変わっている。本『講話』のなかで繰り返し論難の対象となっているのは、偶像に対す

る捧げ物であるから、．上記のナイルに関する言及は、北東ルーシのキリスト教聖職者の問

題意識によってテキストが変容を被った一つの例と言える。

　同様の例のなかでさらに薗自いものとして次のようなものを挙げることが出来る。

　本『講話』テキストの中に「モコシとマラキアを崇拝している」という箇所がある。ス

ラヴ入の神格モコシと並べられている以上、マラキアも同様に神格と捉えられたと判断で

きるが、この部分はギリシア語原典では「優雅さを重んじている」ほどの意味である。こ

れは写字生らの奔放な解釈によって本来のテキストが内容的な改変を被っているわけであ

る。ここでは、優雅さという抽象概念が神格におき変ってしまっている。

　さらに、この部分はギリシア語原典と南スラヴ語訳では次のように書かれている。“CH嵐e

60HMa』aK14K）孔IToHla　l46｝渚ecTb　rloqTo田a”“0乞γ～ゆαむτo乞κα～μαλα漉αりετ乏μησαレκα≧

の凌σ物ηTαとσεβ々σθησαy”「堕弱を重んじ、向こう見ずたることを尊んでいる。」これが、

我々のテキストでは次のようになる。MAへOKOLHb・ITyTb，　H　Nla舐盟の，　K朋y　B蜘bWi

BO田4TaりT，　peKyu雌‘B四Kb属目’”「モコシとマラキアを崇め、『ブヤキニ』と言ってキラを大

変深く崇敬している。」問題は㌔y脇田バなる語の解釈であり、『！1－14世紀古代ロシア

語辞典（C』oBapb八peB調epycclくoro　H3blKa（＝）q－XW）』に至っては不明として語義の雨漏

を放棄している。“By陥1闇”なる言葉がこの文献にしか見いだされない以上、古代ロシア

語のコンテキストから見てこの判断は確かに妥当なことと言える。

　しかし、原典並びに南スラヴ語訳に当れば、この語がの斥力τηS％yeCTb「向こう見ずで

あること」に対応することがわかったはずである。古代ロシア語では通常6遡B磁、6yチll偽

がそれに当たる。我々のテキストの作者は恐らく南スラヴ語訳テキストの解釈に苦しみ、

前出のマラキアを神格と解釈したことに引き擦られて、「向こう見ずであること」を尊崇の

対象とは考えず、劉の神格キラ（写本／）を除くすべての写本にこの語が存在するが、こ

の語が何に由来するのかは全くの謎である）が崇拝される理由と解釈したのであろう。

　因みに、以上の比較から、テキストの伝承史における断絶は南スラヴ語による翻訳と中

世ロシアの諸ヴァリエーションの間に生じていることが明らかである。北東ルーシにおい

てテキストは、写字生たちの奔放な自己解釈により変貌を遂げたのである。

　こうした自己解釈によるテキストの変容が最も著しいケースとして、「アルテミドとアル

テミジア」という神格が挙げられる。アルテミジアがアルテミスを示すことは明らかであ

ろうが、アルテミドなる神格はそもそも存在しない。このことを私達はどう考えたらよい

のだろうか。

　北東ルーシ民衆は「ロードとロジャニッツァ」を信仰していた。この「ロードとロジャ

ニッツァ」信仰を『講話』の作者が異教神話の典型であるギリシア神話の概念で理解しよ

うとした結果、おそらくはギリシアの神々についての知識を中世の写字生が十分に持って
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いなかったため、アルテミドなる神格が案出されたのであろう。

　アルテミスは多産・出産の守り手としても崇拝されていたから、北東ルーシではこれと

同じ役割を果たしていたロジャニッツァと同一視され、ロジャニッツァは対応する男性の

神格ロードと常にペアを作っていたため、アルテミジア（アルテミス）があるならばロー

ド神にあたるアルテミドもあるはずだと作者が考え、実際には存在すべくもない神格がし

るされたのであろう。

　以上に、ギリシア語原典とルーシにおいて成立したテキストとの主なる相違点を述べて

きたわけであるが、翻って次のように問いかけたい。ギリシア語原典と後世の改作を結ぶ

ものは全くないのであろうか。写字生たちが聖グレゴリオスを拠り所とした理由を、キリ

スト教典礼確立に力を傾注した大聖者という権威以外に求めることは出来ないのだろう

か。

　ギリシア語原典の中で記述されているのは、アフロディテ、セメラ、デュオニュソス（8＞、

オシリス、などギリシア神話やエジプト神話の神々への崇拝に対する論難、エレウシスの

秘儀、スパルタの面生臭い風習、ファロス崇拝、カルディアの占星術などに対する論難で

あり、聖グレゴリオスが非難の対象としているのは、一見して、汎神論的な風土とそれに

よってもたらされる奇習、多くの場合、箇生臭い奇習だったことがわかる。聖グレゴリオ

スの激しい論難の精神から、私達は一神教を護り通し、それらの血生臭い風習から人々を

解放しようと志す強固な護教への意思を読み取ることが出来るだろう。

　文献学的な正確さの欠如、神話学的な知識の不足のため生じた事実の歪曲など、このテ

キストが備える大きな欠陥にもかかわらず、写字生が塑グレゴリオスから受け継いだ最も

重要なものはこのキリスト教の護教精神にほかならない。一神教としてのキリスト教の性

格を守るということへの堅い意思である。文献としての正確さが損なわれているとしても、

汎神論的な風土への挑戦という精神は脈々と受け継がれ、その結実の副産物として、中世

ロシア農民の習俗の詳細が克明に書き記された。このテキストにおいては、14・15世紀ロ

シアの農民習俗に対する細やかな観察に基づく一連の記述が原テキストに挿入されている

が、まさにこの挿入箇所のゆえに『聖グレゴリオス講話』は、ガリコフスキー、アーニチ

コフ、ゼレーニン、ブリュクネル、オルロフ、コマロヴィッチらの文献学者、民俗学者、

神話学者らの関心の対象となってきたのである。

　このことは多分に逆説的である。聖グレゴリオスから受け継がれた護教精神こそが本テ

キストにおける最も大きなテキストの変容を引き起こしたのであり、翻訳文献としての質

の低下を補って余りある独自の価値を生みだした。原典の翻訳に当たる箇所が往々にして

難解で意味が判らなくなるのに対して、こうした挿入箇所は書かれている内容も明晰であ

り、その記述もおおむね正確で、中世ロシア民衆の生活の断片を伺い知ることの出来る貴

重な資料となっている。

　ここでは、ペルーン、モコシ、ストリーボグ、ダージボグなど原書年代記など文献で知

られている神格、ウプイリやベレ滋雨ャのように近代まで生き残った妖怪妖精、スヴァロ

ジッチ、ヴェレアル、クトン、ベリャ、オビルハ、ペレプルトなど時代とともに忘れ去ら

れた神話的存在が雷及されている。その一方で、中世ロシア民衆の宗教生活の根幹をなし

ていた自然崇拝と祖先崇拝をめぐる様々な儀礼が列挙され、あたかも中世ロシア民衆の異
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教儀礼の百科事典のような様相をさえ呈している。宗教儀礼に端緒を持つと考えられる子

供の遊びさえ作者の視野に入っている。中世ロシア民衆の風習に触れたこの箇所は、19世

紀以降に始まった民俗学資料の蓄積を遭猟しながら、新たに論じられるテーマであると思

われるので、本稿ではこれ以上触れない。

　ただ、中世期には文字は教会の専有物だったことについて注意を喚起したい。ロシア中

世の教会文献の中では、というより、おしなべて書き言葉そのものの中で、農民の生活習

俗そのものに注意が払われることは全くなかった。唯一の例外が『グレゴリオス講話』の

ように、異教と認定され、論難の対象となった場合であり、その結果、繰り返して言うが、

本テキストの記述は中世ロシア農民の宗教や生活習俗を知る上で重要な資料となったので

ある。

研究史と研究課題

　本テキストの先行研究について触れておきたい。

　まず、スレズネフスキーが文書史料に基づく古代ロシア語辞典のための資料』（9）におい

て、パイーシイ写本に基づき、用語の採集を行なっている。この資料はソ連科学アカデミー

の『11－17世紀ロシア語辞典』（10＞に受け継がれた。さらに、19世紀後半にチホヌラーヴォ

フ『ロシア古文献と古美術の年代記　第三巻　第三部』（1’）は画期的な仕事で、ここで、私達

が知っている三種のロシア・ヴァリアントが刊行テキストの形になった。チホヌラーヴォ

フはさらにこの原典となっている『聖グレゴリオス講話』のギリシア語テキスト『聖グレ

ゴリオス講話第39話神の光のなかへ』（7）を引いている。さらに、1897年ボノマリョフ

『古代ロシア教会教訓文献　第三部』（12）でテキスト校訂を行ない、さらにブスラーエフ『歴

史選文集』（13）でその一部が取り上げられた。アーニチコフによれば、ポノマリョフに所収さ

れたテキストよりブスラーエフの採集の方が原写本を反映しているという。

　しかし、これらの先行研究を集成して『グレゴリオス講話』ロシア・ヴァリアントのテ

キストを確定し、さらに、チュードブ・コレクション写本によるプスコフ・ヴァリアント

の紹介をも含む本格的な仕事を行なったのはかリコフスキーである。かれは1913年出版さ

れた著書『キリスト教会の異教残渾との戦い　第二部』陶においてポノマリョフ、ブスラー

エフ、チホヌラーヴォフらによる先行研究を集大成し、合わせてテキスト間の字句の比較、

新たに発見されたテキスト本稿写本5）によるテキストの紹介などを行なった。

　この著書には、本テキストの他にも、ロシア正教会が民衆の異教的な風習に対して何世

紀もかけて行なってきた文書による言論活動の成果が集められている。『聖グレゴリオス講

話』には20ページ近くが割かれ、テキスト学的な検討とテキストの生成をめぐる若干の考

察が行なわれている。1913年版のこの資料の集積をもとに、ガリコフスキーは1916年ハリ

コフでその理論篇とも醤うべき『キリスト教会の異教残津との戦い　第一部』を上梓した。

　さらに1914年全く同じタイプの、そして、ガリコフスキーの業績に劣らず重要な仕事が

当時の首都ペテルブルグで出版された。アーニチコフ『異教と古代ロシア』（15）である。かれ

はその中で40ページ以上を割き、主にテキスト学的な分析から、1）一3）の各写本テキ

ストの（写本のではなく）伝承における影響関係にかなり綿密な考察を加えている。かれ
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が各テキストの異同の考察を通じて結論づけたテキスト伝承の系統樹を次に掲げる（図

1）。

　アーニチコフは、1）・2）・3）写本間の語句の異同を明らかにしているばかりではな

く、その成立に影響を与えたテキスト（辱リストを愛する某者の講話調、『聖金ロイオアネ

ス講話』、本誹講話』の南スラヴ語ヴァリアント）の存在を指摘し、綿密な考察の対象とし

たことを始めとして、ほかにも多くの有益な示唆を与えている。アーニチコフによる研究

の価値は、全体として捉えると、鯉グレゴリオス講話』のテキスト生成というテーマに先

鞭をつけたものとして極めて高い評価を与えることが出来る。しかしながら、このアーニ

チコフの優れた研究をもってしても、医聖グレゴリオス講言撫テキスト伝承の歴史が決定的

に明らかになったわけでは、決してないのである。

　まず第一に、アーニチコフは写本間の直線的な影響関係を提示しているが、この想定は

適切ではないように思われる。なぜなら、写本間の影響関係の系統樹をつくるためには、

5点という写本の点数は決して多い数ではない。語句の異同のみからこれら五点の写本間

の関係を直線で結んでしまったならば、伝承されなかった写本が存在する可能性を除外し

てかかることになる。

　さらに、アーニチコフは写本3）キリル・ベルゼルスキー・写本No．43／1120（16世紀）

テキストと1）パイーシイ文集（14世紀）テキストとの間に明らかに見て取れる近親性を

過小評価し、むしろこれらのテキストの諮句の蹟末な差異にこだわって、3）写本（16世

紀）テキストが写本2）ノヴゴロド・ソフィア・コレクションNo．1285（15世紀）テキス

トの影響の元に成立したと主張しているが、この点はかれの考察の中で最も再考を要する

点である。

　！）写本と3）写本が成立年代に200年以上の開きが予想される事実と折り合いをつけ

ようとして、アーニチコフは3）写本の成立を2）写本と関連づけて考えることになった

のだと思われるが、実際にテキストに当たって再読すれば（アーニチコフの研究では護句

の異同のみでテキスト自体は与えられていない）、1）写本と3）写本の近親性は明らかで

あり、3）写本の成立に与えた2）写本の役割を1）写本のそれより大きく評価すること

は劉底出来ないはずなのである。遡末な語句の異同にこだわり、ア一丁チコフは木を見て

森を．見ずの錯誤を犯しているとは言わなくてはなるまい。この点に関しては具体例に当

∬（［EPBOHA“離bHb瞬TeKCTb）．

謬1（BCTABKH：A，B，C，皿，E）．

謬ノ

n（パイーシイ本）

が（BcTABK・：α，δ，の．

　　況〕3（BCT：α，β，）．

　　　諾4（8cT：α1，β1，γ1，δノ，）．

　KB（キリル・　　NC（ノヴゴロド本）

ベルゼルスキー本）

騒二
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たって後で詳述したいと考えているが、アーニチコフは全般的に直感に頼って結論を急ぎ

過ぎる嫌いがある。

　ガリコフスキーとアーニチコフの仕事は今日の研究の基礎をつくった点で極めて重要な

仕事であり、両研究書の役割は全く古びていない。しかしながら、同時にこれらの先行研

究を注意深く検討してみると、以上挙げたようにいくつかの点で難があることも否定でき

ないのである。それらを整理すると次のようになる。

　まず、この二つの仕事はほとんど同じ時期に独立して行なわれたものであり、刊行まで

両者は互いの研究において知るところがなかったために、成果の突き合わせができなかっ

た。そして、この二人の優れた研究者の成果の突き合わせば今に至るまで行なわれていな

い。もしも両者の成果の突き金わせができていたら、各々の発見椙互に横たわる有機的な

連関が見いだされ、『聖グレゴリオス講話』ロシア諸ヴァリアントのテキスト構成の歴史に

新たな光が投げ掛けられていたことは確かである。

　さらに、ギリシア語原典、南スラヴ・ヴァリアント、南スラヴ起源の注釈本の存在につ

いて触れながら、両研究書ともテキスト学的な考察にそれらが十分に活かされていないこ

と、アーニチコフの著作についてはテキスト学的考察が部分的な考察からテキスト伝承の

歴史全体を類推する荒っぽさがあること、ガリコフスキーに関しては写本の略号等に関す

る知識が当時まだ整備されていなかったため誤記等が多いこと、また、ガリコフスキーは

資料集の作成に当たってすべての資料を写本に当たって確認しているわけではないことな

どが、そのほかの問題点として挙げられよう。

　こうした研究史上の問題を考慮にいれると、今世紀中葉新たに発見されたテキストをも

視野にいれて『聖グレゴリオス講言乱テキスト伝承の歴史を今一度検討することは、研究

．ヒ重要な意義を持つと考えられる。以上の理由から、新しく発掘されたテキスト、すなわ

ち、プスコフ・ヴァリアントのテキスト確定と『聖グレゴリオス講話』諸ヴァリアントの

生成過程に関する新たなる考察が望まれているところであった。本研究はこうした学問的

な要請に基づいた試みであることを付記しておく。

注一

1

2

3

コ口｛xaしleB，ノエ．　C．　　7「（～κo〃zo泥。εz‘5τ，　JL，1983．

三浦溝美「中世ロシアの異教信仰　ロードとロジャニツァについて」『ロシア民話研究

第4号』、1996年、1－39頁。

上智大学中世思想研究所編『中世思想原典集成2　盛期ギリシア教父』、1992年、330－

335頁。

B本聖書協会『新共同訳聖書』、1987年、345－346頁。

Patrologiae　graecoe　tol徽us　XXXV王，　petlt－molltrouge，1858，　column　335．

霞みに、「ベル」神とは、ヘブライ語のバールと同じく「主」を意味するアッカド語の

ベールに由来し、バビロンの守護神マルドクの別名である。マルドクはエヌマ・エリ

シュ神話の中で、蛇または竜として描写されるティアマートと争って勝利し、混沌に

秩序をもたらした宇宙の創造神として描かれている。（日本基督教団出版局『新共同訳
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6

7

8

9

10

！！

12

13

14

15

1欝訳套郵書注解正旺続編注角準』、　429－432頁）

“ロードとロジャニッツァ信仰”を論難するときにもオシリスが言及されている。筆者

はこちらの記述を示唆に富むものと考え、拙論『中世ロシアの異教信仰　ロードとロ

ジャニツァについて』の中で詳しく分析を行なった。

翫〃。♂09ガα697鷹04θ’077z多硲XXXτ／7，0ratio　XXXIX－In　sancta　Lumh｝a，　cokmm

335－360，petit・n｝ontrouge，1858．

実際には伽鵬欄aであり、女性形となっている。このディオミジアなる女性の神格は

無論男性神デュオニュソスではない。むしろそれはデュオニュソスとペアをつくる女

性神と考えられるが、ここで詳述はしない。拙論『中世ロシアの異教信仰　ロードと

ロジャニツァについて』参照。

ノレfα〃Zゆμα泥配∂ノZπ0認08妙π0ρθ6κθ一ρッ00κ0∂0π3配καπ01～麗0δノ彫θκκδ‘」¢∂1～ω∬τ17Zκ麗καノ％2＞，

cn6．，玉893．

C泥08（ψわρ3／ooκo∂o　π3δ‘κα珊㎜Xレ7ノ「86．，　N1．，1975一．

Tlix蜘aBOI3あ，　H．　C。，瀦〃zoπ伽ρヅooκαZ泥α〃zθρα1フzンρo昭δρθ6κoo〃順潮乙∬Z，　CTP．

96－105．

1－10レ10MapeB／b，／h、魏1η耀κπの86κ¢ρジ00καZ‘4（ψκ0βκOJノゼ‘〃ηθ泥捌0窟灘〃z印α1πyρ配，

6ウ〃z．π∬，　1897cTp．231－235．

Byc涯ae｝3T・，Φ・正／1．，”o〃zoρα》θoκαπ　塑α01ηoノ｝‘α〃τππ，　CTP．528．

Fa議bKOBCIq嶺，　H．ル1．，β0ρわ6α切α01ημακ011z8α000〃zα1ηκ伽躍π3δ硯θ0’η8α6のθ6κ0‘Z

ρジα‘，17z．∬，　N1，，1913，　T．1，　XaPbKoB，1916．

A正偲qKoB，　E．　B．，∬3∂偉θo〃z60　zz　Oρθ6κ∬πρ．yoδ，　C「16．，1914。

付録

　以下に、写本一覧においてあげたテキストの全文を提示する。本来ならば、参考文献を

指定し、読者に参照を願うことに留めるべきであるが、あえて掲載に踏み切った理由は次

のごとくである。

　これらのテキストが刊本のかたちで世に現われたのは、ガリコフスキーの資料集をのぞ

けば19世紀後半であり、ロシアのしかるべき図書館以外での閲覧は絶望的である。ガリコ

フスキーの資料集は1913年刊行で比較的新しいが、最も稀観なる刊本であって複写さえで

きなかった（マイクロフィッシュにする許可は降りた）。後半部で展開する議論の公正を期

すためには、これら入手困難なテキストを読者諸賢に提示することは執筆者の義務と考え

られる。さらに、後半部での立論や新たな論点の提示にはテキストの玉体を見通す必要が

あり、テキスト自体も比較的短いことから、全文掲載する価値があると判断された。傍線

や点線を付すことにより、テキストが何如なる層に分離されるかが明快になったように思

う。最も長いテキストは2）ノヴゴロド本テキストであるが、1）と3）の傍点・波線・

実線の指示を重ね合わせ、注意深く検討すれば諸テキストの構成はわかるはずである。

　上記の理由から、資料の提示と紹介を圏的とする本稿前半部『資料勧に掲載すること

にした。読者のご了解を願う次第である。
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三浦清美

1）パイーシイ本によるテキスト

CJIo（B）o　c（B珊）Ta（F）o　FpHFopb只，匪306PもTeHo　B　ToJrbuもx　o　ToM筆），　KaKo　r！epBoe　HoFaHH　cy唄e

只3bHλ匪，　K護aH∫｛JI匪。5｛P藍八oJloM・b　匪Tpe6bl珂逼　K冴a識H．　　To　Hb1｝｛（も）TBoP5｛T

Bレ隻丑MTe　oKai｛HyK）cl｛K）cKBep卜le｝｛y沿。』y嵐by，　cTBap無eMy　oT　cKBep｝lblxb只3blK　e識eH羅oKaHl｛1粥

B護月双｝蓬Bbi銭　＞KepTBbl　yしleHわeM王）　煮1）Bo護廼Mb　　I43006pもTeHo　　“oTBope冒be粥臓フ　TeMHaro　6もca　　H

Ko環K）HHaro　3轟bl氏・1王・K諜a双。費言bl．　3護oBもP雇1・1匪MHH［且e　cyeTy目cT田HyK），　c諏y＞Ka瓢e匪K護aH只K）環e

M双。護oM　HもKoeM　yxレluまpe｝｛be　TBop月T．　～〉笈bl　＞Ke　cHx窯・，　｛｛a双（a），　oTM坐〕TaeMc（鐸）　HeqT哲Bblx㌔

擁くePT8も，　H双b｛e蓋3a　cJly＞Kei．．lbH｛4　KJ夏aAeHbH　TPe6b，　KP裏｛TbcKaF（o）oKaHHaFo　y闘頚TeJI（H），レ蓋八復aMe丑a

茎．lpoK庶HTar（o），　cpaUHI．ibcKaF（o）　＞Kepl風a，　eJ正eHbcKH黛　JI｝06B妻4，　6y6e是｛HaFo　至1諏ecKaHb黛，　cB踵pも」田aFo

3ByKa，　HJ茎HcaHb簸　coTo卜．正｝41．．la，φpy）KbcK正4H　cJlo歪｛HレIUa，匪　FycJ至eH，　Myc匡｛Kも14cK胚H，　H＞｝〈｝I　caMapa　e，

6ec鰹Tc（月）．　＞Kpy田eムへ（a）T（e）p146・bcoBbcTも1’i　Aφpo朋丁も6（o）田Hも，レl　ApTeMH双も，11poK朋丁も目

工更eoMHcc杢・，　M　He双oHoLHe卜蚕b崩Ilopo双b，　HΦHB圭・哲cKoe　6e3yMHoe　rlbHHbcTBo　noq珂Ta歪〈）T，　HKo　6（o）ra．

レice鱗e識レ葺Ho　Tpe60KJIa双eHbe　PpQMy睦MoJ夏aHb∫｛M「b，　H　BI4Jly，匪）Ke　ecTb　6bMモ）麟八。∬b，　HapHUaeMbIH

B一丁），ero＞Ke　Hory6哲且a正．｛珂護・b叩（o）P（o）KT）BBaBMoHe．　Φa護14　Ka妓目＞Ke　HφK）φy川．　qTyTbc只

cpaMHE）至∫王y八bl睦KJIa｝｛HR）Tbc月HM’b，　H　Tpe6b｛碧慧｝）KJ塁a双yT．　OT卜図x＞Ke　60諏raPe　HayqレfBLHec5｛oT

cPaM正｛blx7b　y皿’b　HcTeKu1正．αo　cKBepHy　BKyL蕪al．oTb，　peKyLUe，　c睦M7b　BI〈yL工leHbeMb　oUもLUaR：）Tbc搬

rPも。目．　　Ta蚕3epbcKa月雪もToPも3aHb只　縮煮。』oM「b　oT　目epB「』HeUb．　　JlaKoHbcKaチ｛Tpe614田bHafl　KpoB，

1．lpocy｛＞KaeMa別pa卜laM選eK）＞Ke　Ma＞Ki．oT，　EKa双も｝〈）60FM｝｛匡慨。　cHK））Ke双占うBy　BM杢》THK）Tc5｛．　i／1　NoKa目一ib

監｛TyT，擁Nla誕aK阻。　BeJ監M目Ho9頚Tai．oT，　peKy田e，‘‘6こ口KHH哲，，．　HeJle籍eJloBoe　TeMHoe　M繕co，　HMb＞Ke

Hacl）1匡UaK）TcH　6（o）rレ1，皿eJIφ四bcKa月Bopo＞Ka，14甜KacTe韻Ho　3aHo｝’lcTBo，騎Bo護田e6践a月叩α10Bもa，

Hay3H　cMPa双｝｛レ1レ董，　xaJ正皿も14cKa5｛　ocTpoHyMも鰹，翔　po双。礪。【｛14Ta…｛1：）e　魏　碧eBpat｛bcK哲H　c｝｛b正，　｝董　【｛apbl，

鍾3BbiKuJe　eq）poHoBbl　c置くBepHbI擁　6ac卜H4　茎’i…〈o田K）Hb正，　MHTpo（わa　MyKa。　HapHqaeMaH　員paBe双Ha男

rlpoK諏5｛Tar（o）　OcMpH双a　po＞KeHモ），　M（a）T麟　60　eFo　pa｝｝〈a歪。狂．美H　H　ToFo　cTBopシiuJa　6（oFo）Mb　co6『』，　H

Tpe6bl　eMy　c輔Jl卜蓋b星TBopHxyT　oKaH盟H舅。　OT　Tもxモ）　匪3Bb正KoH」a　xaJI双もH，　Iiaqa田a　Tpe6bi　I｛Mも

TBop匪T匪Be護正4K腔H　Po煮y　H　po＞KaH哲uaM　Ho　po＞Ke｝｛bK）rlpoKJIHTaro　6（o）Fa　Oc廻pa，　ceザ。＞Ke　Oc盟p麟双a

cl＜a＞KyTb　KHHr哲copo正．口跡bcK朋，鐸Ko騒e調もHblM「b　Hpoxo丑oMドb叩。馴e，　Ho　c湿ep遡斑匿M．　ToFo

pa丑（睦＞coPo疑H藍｛H　Mbl｝〈）T　oxo丑筆〕．　H　60日目ape，目　TepKaH廼H盟，　xo護MI4，0TKy双y＞K　匿3BblKoHJa　eJ玉eH盟

KJ藍acTH　Tpe6b正ApTeM瓢y　I4　ApTeMH双も，　peK鼠Je　Po丑y　H　poH〈a“H娯も．　Tau照＞Ke哲ryl．1T∫狂le，　TaKo＞K

茎｛　丑。　c，πoBeH玉）　双。目皿e　ce　cJloB．　H　TH　HaqaH」a　Tpe6bi　KJlacT廻　Po丑y　H　po＞KaH目引aM．　rlpe＞Ke

nepyP至a　6（oF）a　Hx王），　a　r至epe｝｝〈e　Toro　K』aJIH　Tpe6y　yHHpeM　P藍6eperbli｛HM．　Ho　c（B月）T（e）M㌔＞K（e）

Kp（e）蝦eHbH　I．一lepy正｛a　oTpH｝｛y田a，　a　∫10　x（pHcT）a　6（or）a　負田ac（H），　Ho　I4　HoHe　Ilo　yKpa騒HaM「b

Mo』解bc（興＞eMy籍poK雪月ToMy　6（o「＞y　r1．lepyHy，14　Xopcy，｝畠田oKα川，1｛B哲涯y，麟To　TBo囲T　oTaレL

CeFo　｝｛e　MoryTbc（兄）JIH座羅TM，芝1poKJ歪月Taro　cTa菱3護eHbチf　B（TopbE）舞　Tp懸1e3bl，　HapeqeHb裏デI　Po双y　H

po冗くaH｝重艮aM　BeJII4KyぎIPeJlecTb　Bもp巨b正M　Kp（c＞TbH｝｛oM　H箋．藍a　xy涯y　c（B5｛）T（o）My　Kp（e＞Hエ（e）Hbi．o　H正．玉a

至・HもB隻）6（o「＞y．Ace　erynT，玉…・le騒（Ty）Tb目Tpe6b韮K護a丑yT　H剛y　l40rHeBも，　peKyl員e‘‘Hレ藍讃も

冠」正。八双aBe藍．工b　【4　pacTHTe凝）　KJIacoM”，　oFHb　TBoPHT　c【lopb旧i〈）　cy田HTb，　匪　3pもeTb　Toro　pa及（ω

oKa｝田盟1．　HoJ夏y双eHb畦TyTb　H薮護aH負K）Tc（H），　Ha　rloJn）双Hb　o6罫）aT睦B環ec戴。　CH｝Ke　rloBもcTb　Be認eKa

ecTb，｝lo樋bl　J正もHocT目pa丑（レ量）oT　MHoFa　MaJlo　H36paxoM．
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『豊グレゴリオス講話』伝承史のテキスト学的研究（前編）

（破線部はギリシア語原典・南スラヴ語訳に由来する箇所。）

2）ノヴゴロド本によるテキスト

C丑。（Bo）c（13∫1）Toro　r’p哲ropH∫｛6（o）Foc涯oBu∫ヨH3壬）061）もTe正．．正。　B「b　T「b調μもxrb，　o　ToMも　Ka正く。　I．lepBoe

nofaH｝｛　cy瓢e　鍵3bKI．エ｝｛　c誕y＞KH調H　M双。訊oM　H　I4＞Ke　璽41iHうう　M正．lo3亙4　TBopHTb

B睦双藍雀Te　JIH　oKaト既）正．iyK）cレ韮｝oレ套cKBbpi．lbHy蓋。　cJ裏y＞Kb6y　cTBapチleMyK）oT　cKBbpHblx「b　H3blK「b　eJ田HM

oKa正．lbm4H，　6涯H双もBb正．蓋a　＞KbpTBb［　yqeHbeMb　！工bHBoJleMb，　｝｛3「bo6pもTeHo　I．薯oTBopeHbeM1⊃　TううMi－laro

6もca廼Ko坦yHaM霊）3誼b正M’b　K説a丑oMbi　Tpe6bL　3」loBもPH正翅，　MHチ1唄e　cyeTy罪lcT目蓑・lolo　cJ正y）Ka田e

照alま別。田ecH　H双。調㌫｛b．　HもKoe　yxblL艮el－H4e　6もcoBbcKo　TBop只環e．　Mbl＞Ke　cl鷹xち，　矧a瓜a，

oT逼b皿eMc銭He【｛Tm3bi分＞i＜bpTBbl，澱b録Bo謁興cJIy＞Keliレ篁只，14　KpHTゐcKaro　oKaHbHaro　ytmTe七日，エ〉10aMe双a

IlpoK護只Tal．’o　cpaしH妊髭わcKaro　＞Kep1工a，　H　eJIH卜員〕cKblチ董　剛．06Be，　6y6eHb卜laro　I1げ琶ecKaH正1只，　cBHp茎4』41－H4

3By田4，　Iu∫玉cai．姻∫董coToH董イHa，ΦpH＞KbcKb田。，月oH訟）田4近、乳∫歪，峯4　rycσ胴Myc麟K蛋｛H，匡雀3aMapa，毘4＞Ke　6もcHTc5｛，

＞KpyL艮e　Nl（o）T（e＞p146もco要3bcTも哲，　Aφpo澱ITも60rb田14，　KopyHも．　KopyHa＞Ke　6yムeTb　lづaHTI’1xp陣

。彫n4（a）TM，廼ApTeMレ1双も，1．！poKJI5ITも薩双目。聾IHccも，　cTerl．lopa氷eH駅），　H　He丑oHo夏．1．．lel｛b藍H　Hopo且・b，　H

60F脳y＞K酬eHも，哲伽B秘cKOe　6e3》～IHOe　llb舞HbcTBO　H（）・i目Ta｝OTb，別く0601’a．　H　ceMe調レH・IO

Tp’1う60KJ匡a及e卜H⊃e　FpoMy　匪　掴oJrbH正）H　碧B匹4Jly，6（o）ry　BaBI4，月oliL）cKoMy，　el．’o｝Ke　pa36弱ノ汲aH魏護。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．’W　　〆．wVW＞WWい川W、航～．WWW、／W、納酷萌〈へ　、ハ
．聰．ωPω．搬．，、Tも・D・e6（・）・．’（・）M・P・6y・・郷・・・・…P・・T・・C…e・・c・・・…3・・q・・・…b

MムへoKo田b麟照Bも，　Hepyl｛y，　Xbpcy，　Pozly屑po＞Ka｝三服14，　y［wpe測・レ而epel’bll．．1チIM筆・，1｛nepel．MyTy，

レiBepbTア雪t監ec無　i．冨bioTI）　eMy　Bb　po3もxダb，　H　or’1玉もBI4　cBapo＞K丹田。　MoJIHTσ｛，　レIHaBbMb，　M’b13b

TBopHTb，　14　B’b　TもcTも　銭・董ocT…）1双うう諏aIoTb　l4　Ko」亙。鳳∫玉3至・，14妻覆卜至a　MHoFa5｛＞Ke　yT杢・xbφa誕1｛KaZ恥正，珂

B1⊃06pa3「b　cTBQPeHb［，　H　K涯aH∫11oTc獲舅M筏），　i4　Tpe6bl　HM「b　K謁a及yT径）．　C護oBもし｛e＞Ke　Ha　cI3a双bBaxb，

B霊っKJIa煮bBaIoqe　cpaMoTy　｝｛闘ec｝｛oBHTo至ぐb　B壬・B’も煮pa　【lb｝oTb．　OT　φ正。Φi喋JlbcKHx「b　｝正くe　麟　oT

apaB14TbcKbixお1．．l14cal．1三川．　Hay・恥田ec5｛60購ape　oT　cpaM｝｛b眠b　y煮b　l鷹cTもKaK）則io｝o　cl佃bpl．iy

B1、）KLI．la｝oTb，　H　cyTb　Bcもxb戴3bll〈’b　cKBbpl・1も1仙．le星4　HpoM月Tもi4田e．　TaBbpbcKaチ1澱もToPも3aH國，

14＞Ke　oT【昼）pBeHも【．エb．　　」「laKoHbcKa，I　Tpb6H田HaH　KpoBb　IIpocal上正aeMa兄paHaMH，　To　Hx壬）e鐸HTeMb月，

i4　To｝．o　Ma＞lqoTb　eKaTmo　60rb藍H…o，　c騰。　｝Ke　且（e＞By　TBoP∫ITb．　H　2＞10Ko田b　し｛TyTb，14．．憂≦同～！y7．駐

NlaπaKblチ1，14＞Ke　ecTb　pyqbHbH46」1y八1⊃．　1－le瀕eHo正30丁肇》Ml．…oe　M珊coTBopbe，｝｛＞Ke　Hacu田ae　6（o＞rbl，

TBopH　e　a識「b畦b垂｛b藍，　」1鮭Tp塵翻】o森a八b説φ1｛し正し）cKal、o　Bopo＞Ka，14　po3roMeTaHH欝H酒caHa擁13rb　KHm、axT｝。

JIH　KaJlyHcToBo　3al．iα4cTBo　しH〕Tyq・b　チIKo　6（o）ra．　M　eJl14HbcKoe　Bo識xBoBa田4e，　麟　BoJ夏繊e6Hy吾．o

Ilpono13も双b，髄｝｛ay3bl　cMpa丑bH匪H．　OT｝｛Hxb＞Ke　HI4KbiI4＞Ke，B蓑）｛正q）roHb3HyJrb．　レ正xa涯双六｝頚cKaH

acTpoHoM哲戴レ藍po双oHoしmTaHHe，14＞Ke　ecTb　MapToJKoM．　1／i　q）p∫｛＞1⇔）cKbl月cHbl，14　q月pu，茎4　ycTp目遣も，

H　Kbu賦b，　e（bp坐・HoBbI　cKBbl）1｛bHb匡H　6acH匡4，舞＞Ke　廻　Bc｝o双a　cyTb．　レi　Ko疑UoHbI釣1｝｛Tpoφa　MyKa，

Hap照負eMam．．lpaBe丑1｛a月叩oK朋TaFo　Oc叩H双a　po＞KeHHe，　Ma脳60　eFo　pa》Ka縦u140Ka3Hc∫1．　M

Tof’o　cTBop踊LIユa　6（o）r（o）M’b．　錘Tpe6b星eMy　cH諏Hbl　TBopHxy　oKaHbHHH。　レI　oT　Tもx「b　H3BbH〈oula

丑peB涯e　xa誼丑も田4　HaqaLua　Tpも6b正TBoP習丁目cBo14Ma　6（o）FoMa，　Poムy　l4　po氷a聞uH　Bo　Toro　po＞KeHHio

叩olq負Taro　H　cKBbpHbHaro　6（oF＞a珂x・b　Ocl’IP目丑a．　Toro＞Ke　Oc目pl照a　cKa旗eTb　Ki｛雇Fa謹も＞KMBaH

i｛　cKBbpHbHa銭。　Cpa矧1鷹HbcKaFo　＞lq）pua，　入10aMe双a，　哲　BoxMI4Ta　l．lpoK護HTafo，　只Ko　He涯もnblMあ

Hpoxo丑oMb　HpoMAe，　Ilpo＞KaHcチ1，　ToFo　pa双レ董匪6（o）r（o）M筆）ero　HapeKoLHa．　OTTo諏もHa【｛aHja　Mb｛丁峯4
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三浦溝美

£躍鳳実）cpau14H茎4．　レ玉　60諏rape，目　TbpKMeHH　｝i　oJI目Ko　Hxb　ecTb　B墜）　B坐）pも　To珂，　H　oMblTbe　To

B篠⊃JH413a｝oTb　BもP「わTb，　oTTy双a＞Ke　Ha畦aLL茎a　e識レ冊i　cTaB一丁目Tp月1‘le3y　Poπy　H　po＞KaHシll．．工驚lb．　Ta＞κe

eFHflT∫｛He，31黙旦一騰12面心a氷e　H双。　c」loBeH刷匙。肱e．　Ce＞Ke　c』08e曲1｛a・la甜Tp∫me3y

cTaBbTレi　Po君y｝1　PO＞KaF脚a謂，　Hep鍬e　Hepyga　6（o）Fa　rix径，，　a　fipe肥丁α・o　K誼a甜Tpe6bl　yr即e肩

口6epeFb屠HMT）。　Ho　cB∫iTb薯M等＝、　KP（e）L且e践Hレ11－lepyHa　oTP韮4Hy田a，　a韮10　x（P目）c（T＞a　6（o）ra∫｛L麺ac渥．

H・b｝lHbl野IH　rio　yl＜a潮aMb猷・b　Mo護，ITc，I　HpoMヲ：ITc瀬き・6（o＞「y　HMっヂ1epy卜ly，　Xおpcy，レI　NoKo田黙，14

BレMaM．　H隆：・To　TBoP臼Tb　aKbl　oTa14．　Cero＞Ke　He　Mo」1躍Tc瑚目L．三川’1・田aqe14LLIe　Bユ・nol’a正．lbcTBも，

双a＞…くei寄双QceJゆ）［．要poKJI51Tar’o　To至、o　cTaB轟e巨レ［5｛BTopb正∫I　Tp5盈e3b量Po双y鼓po）Kap茎｛艮珊M／b　Ha　r蓄p企）護ecTb

五：3もPHI）IMb　xP（H）cT垂）∫正疑oMb　レ1　Ha　xyJly　c（BH）ToMy正くP（e）H王eH田014　Ha　rHもB「b　6（o）fy　r玉。　cB（H）T「詮》Mb

Kp（e）L正よeH｝｛H．　qepeBy　pa60ぞH謎韮lo麺oBe　ycτa8目狙a　TpeBapb　Hp阻〈Jla五aTH　p（o）＞K（e＞cTBa　6（oFopo双H＞一

U14　K「b　po＞KaHHq垂⊃卜1「』Tp珂He3も，　oTK」旺a八b至丑も｝oモ｛e．　　TaKoB14顯Hapレ肇UaioTc月KapMory3b無H，　a正．．le　pa6レi

6（0＞＞Kbl　．1・I　He八も諏　1双（e）Hb【4　K護aH∫ヨloTcyl　Ha田4caBu剛正e＞Kα｛y至3b【｛（e汎。＞B（e）｛銑）c響くb　o6pa3τ）TBapb．

nal＜b【＞Ke　H　ce目eL三．／e　el「田1THI．王e　Tpe6bl　Iく涯a丑yT　HMy　pもuも，哲ol．’HeB14，　PもKyl．艮e，“H田ib

Hpo双。涯aBeUb　　6（o）Fb．　　レi　　pacTI4Te』b　　K」1acoM「b，　　a　　or｝｛b　　6（o）rb，　　～署強璽＿≦三〔娯！ヒ翼

奨細川9ち．＿工9肥a＿便憩戯簗斐！．験．」蔓£理弩℃琶．ミ　Tol．’o　pa川　OKa｝lb卜IHI4　HOJIy八1．．lbe　qTy屡’1）　目　団al・翻．oTc只　Ha

日。諏τ⊃双毅e　o6paT玉’iBH．至e．　ノエoc｝〈）丑a　6月目も汲a　c口　6b【cTb．　八ocK）双杢》　難韮oroxb　　HaH覧4caTH．　！工a＞Ke

Heco鼠ia　Hbi　U（a）pc（TBeH｝1）lo　I’（opo）y，　a　Mb藍｝3｝）五。も双田e　｝至cb　Kopa6JIH．　レi八oxoMb　Bあ　c（B興＞Ty｝o

FOpy．　H腹＝）TO　6月IHe　BeJIPHくO　CJIOBO．　H「b皿OTOJ至もHarルiCaX「b．

（下破線がパイーシイ本テキストにも南スラヴ語訳にもない箇所うち二重傍線は『聖金ロイ

オアネス講話』からの引用箇所、下波線がパイーシイ本テキストと内容は同じだが表現が

違う箇所、下実線がパイーシイ本テキストにはないが南スラヴ語訳にはある箇所。）

3）キリル・ベロゼルスキイ本によるテキスト

C識oBo　c（13貨＞Toro　Fp難i、opHa　6（o）roc轟oBa　匪3「bo6pもTeHo　B　To護騒M　er’o．　　O　ToM，　KaKo　「要epBoe

HoFaL．1麺レ1錘3bIUレi　KJIaH，玉J田　c∫1里雀八。冴oM　H　Tpe6bl目M　r1PI4正．．正oc哲」財

　　　　B回覧MTe　Jl目oKaal．．ly｝．o　cH正。　H　cKBepHy正。　cJ霊y＞K6y，　cTBopHeMy　oT　c薮13epHblx　H3blKb　e♂ulHHH．

OKaa蓑｛H鍾H　6」塁HノェレiBbla　＞KepTI3b［yし蛋e陛HeM　双HaBo護｝歪M　I．i306p迂5TeHo　「10　TBopl．｛誹eMb　TeMHaFo　6もca　目

KoLuyl．．loM　3。里b｛M1）　K護a双oMbl　Tpe6bi．　3』oBもpH湘　　MH銭環e　c｝reTy　匿cTHHo｝o　cJly＞KH！e　H

KJ【aH別。田ec∫1　八双oJIoM．　Hも甘くoe　yx阻UpeHレie　6坐》coBcKoe　Top只LUe．　エ低b至　＞K（e）　cHx，　qa双a，

oTMeH朋エe雑cH　Heq（e）cT｝iBblx　B　＞K（e＞TBb，　双雇eBa　cJly｝K（e）HI4a　I4　KJIa煮e巨Ha　Te6b，　KP匪TcKaFo

yし1（14）T（e＞」至月　oKaaHHaro　目　ム’1aJ【e双a　IipoK」i鑓Taro，　cpaし1茎4HcKaFo　flJ正ecKaH珂a，　cBもPも」歪HH｝雪　3By舐H，

iMHca｝Ma　caTaHH｝｛a，ΦpH＞KcKMa　cJIOH田4藍まa　H　rycJII4，　Myc鷲K踵a擁3aMapa，　mK目6もC鰹TcH，＞KpyLUe

MaTepL征6日目oBcTもレl　A（bPoHHTb　I460F剛レ1，　KopyHも　【4　ApTeMレ1丑も　目　rlpoK掃墨も廼八姫M目cHa，

cTeI、Hopa＞KeHレ重lo　H　He江oHoLほeHbl舅f10po双b，　H　60roMy＞K）KeHb，　HΦ鋪Bも目cKoe　6e3yM｝1e　rI麺a正｛cTI3eHoe

no｛掘TaioT　TaKQ　6（oF）a．　レi　cbMeJ至HHo　Tpe60K』a八eHレle　FpoMy覧4　Mo誕HHaM　H　BI4JlaMb，14＞K（e）ecTb

6b朋H双。』b　B哲謹b，　Hap鰹Uae《4　eFo＞Ke　rloFy6腔ノユaH14泥｝）r更p（o＞p（o）Kb　B　BaB茎4謹oHも．　Φaり粥KaU蛋歪＞Ke

H　φaφyJIH．　qToTy　cpaMHbia　y五1）i，　H　KJ正aH∫｛TcH二二，目　Tpe6b正HM　KJIa双yTb　oT　HHx　＞Ke　n哲caH集’m．

BoJlrape　匪ayq田ec∫｛oT　cpaMHux　y丑b　匪cTeK田y｝o　cKBepHy　BKy田aloTcチ巨，　peKy田e，　TaKo　TもM
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『聖グレゴリオス講話』伝承史のテキスト学的研究（前編）

BKy田e田4eM’b　y照1蚊a｝oTc∫I　PpもcH．　TaBepcKaa　丑もToPも3aHレla　瓢。護oM，翻くe　oT　〔1epBeHe艮b．

」1aKoHcKaa　Tpe6醗ミξ．｛aa　KPOBb，　ilPOca｝KaeMa　paHa襯，　e｛o氷e　M蹴yTb　EKa姻io　60FHI・｛ξo　cHlo＞｛〈（e）

及（e）By　MもH”T．　HNloKoHJ｛⊃qTyl’，14ゐ八a謂a正qH．o，　H　KIIJIy　Be護M匡4　rloしH4TaloT｝），　PeKy旺エe，‘‘6yaK｝狂．m，，．

rle護eHoBo　TeMHoe　M月coTBope蓬．蓋He，　睦凝　＞Ke　Hacb屋皿aa　H双。調b正，　TBoP飛　Hx　60｛．・レ董．　J．．豆軽　TpH藍lo双a

ノユe調HqeKaFo　8Qpo＞Ka，調H　KacTaJIH卜星0　3aflOレlcTI30，　i4　Bo護x130BaHHe，1｛　Bo護簾．．．夏e6卜iaa　I．IponoB圭）双b，14

Hay3麟。モ・MPa瓜Hm4，14　xaJ正ム杢・裏4ci〈aa　ocTpoHoM裏｛a．　目Po双01．iぴ．田Ta歪．．IMa，　HΦpaし正。｝〈b削cl・韮bl，正産qapbl，

H　ycTP只qa，11　Kあ1．工」1），　EΦPも正・署oBb藍　cKBepHbla　6回目正．田　巨　KOI艮y｝．疑）藍，　エ＞1HTPOφa　～viyKa．　　HapHUaeMaa
　　　ズ　い　ま　　ド　　　　ヘ　ノ　へ　　ノ　ヘ　ノ　　　　し　ノ　　　　レ　な　ノ　　　　ノ　し　ノ　ス　ノ　ヨ　ズ　ね　　へ

IlpaBe双鰭a　1．茎poKJI，rraFo　＞K（e＞　Oc14p匪五a，　po＞Kel．・me　M（a）T1・1　60　eFo　pa＞Kai．oL級H　麺一gl～琴蔓り£をし．墨4　Tol．℃

cOTBOpl仙a　60FoMρ正・HTpe伽e糞・ly　c剛1．lb［TBOpHxy　Ol＜aa｝．i醐．　OT　Tex＞Ke双peB誕e　l43Bb照．エle　xa」照一

坐》頚，Haqaし．ua　Tpe6bl　TBop頚T舅　Be』HKI4　Po双y　l｛　Po＞1＜aHH藍！aM　1．lo　po＞Kel－H’1｝o　I．IPo韮〈，π需TaFo　碧　c夏q3ePr．Iaro

6（oF＞a　Oα｛P蛋鷹双a。　ToFo　＞Ke　OcHPM双a　cKa＞Kαザb　KI｛Hl．’a　cpa星．．更H正．．韮cKaチ蓋，　∫亘Ko　l．．leJI「』rlb｛M　Hpoxo双oM

i．IPoH丑e　cMep瓢lql・IM．　ToFo　pa朋cpatlレ1田・l　Mi）uoTb　oxo欺「b．　レ！60』i．’ape，　H　T｝）pKMeHH，　i・l　KoM護H，

QTI｛y以y氷（e＞｝BBb田oL墨．1a　eJulHl・1レI　KJIac廻Tpe6bl　Poノ〔y擁po＞K（e）i．・H・II．工aM．　’．ra肥ei．w．rr，ll．le双。＞Ke目

皿o　c調08el．！’b双014八e．　　Ce＞1〈（e）　caoBe…・i14　Ha彊a巨」a　Tl）e6bi誓く護acT14　Po丑y　li　po＞Kel．il’II．まaM．　　r．lpe＞K（e）

nepy蚤．蓋a　60星ra茎4x，　a　口pe＞Ke　TOr（0）Tpe6bl　K，珂a剛i　ym．有）e鵠　目　6epeF14罫．1飛M．　　rIo　c（B∫：訂＞T（：）N量＞Ke　KP（e）一

田（e＞｝．田14rlepyl」a　oTp間yH．la，　a　I．lo　X（pP至cT）a　B（or・）a｝1田ec5：星，　Ho　H田偽1．K）yKpa滑laM　Mo溢rギ。5：I　eMy

l．1poK朋ToMy　60i・y　r．．lepyHy．　Xepcy，　NloJio【．1．IH，　B1輌aM，14　ToBoP5三T　oTaH．　CeFo＞K（e＞i．．le　M（：）FyTcチl

JIHL正．匡HTH　i．ipo護アITaro　cTaB，πel・li｛a　隻3日目pb｛a　Tpa至．le3b【，｝・蓋apeしle田．．lb｛a　po煮y　H　po＞K（e＞正．m韮．ミaM「正二）1．la　Be涯Ky

i．．lpe涯ecTb　I3もpH美）樋　xp（H）cT至4a｝ioMモ）H　Ha　xyJly　c（至3，歪）T（o）Nly　KP（e）u！e呈．蓄Hlo　藍’i　i．｛a　藍．’正．．酸・B筆）6（（）i「）y．

rlaKl’PK（e）Hel．艮e　l4　ce　el・w．．ITHI．leし1（e＞cTb　H　Tpe6b｛K護aズ乏yT　HI4」田P4～L！14監｛oFHeBli，　peKyl．鼠e“H【切お

i．lpo双。双aBe艮b　勲　paeTHTeJ騒：）　K』acoM”，　a　orHb　TBopチIT，　1）eKyHまe　‘‘cl．．10p董）ユトH．o　cyl．艮a　e1．’双a　3p「』eT”．

ToFo　pa双H　oKa濫用レ1｝iしr1・oTy　Ho識y源．me　i遷KJIaH，鑑1．oTc，三，【．・…a　HoJl皿（e＞正．｛歪二、06paT匿31．．［．．lecチ1．　Ce＞Ke　IloBうう一

。（Tb）8e照a　ec（・r妻、），　MbPKe鳩HocTll　pa丑｝．雀Ma』o　Ha1114caxo活4．

（☆下波線がキリル・ベ眼目ルスキイ本テキスト専有の箇所、☆下破線はパイーシイ本にな

いが、ノヴゴロド本と共通の箇所。）

4＞『コンスタンチノープル大主教金山イオアン講話』からの抜粋

　　　　　　＿＿A丑py3罫姻6（oi．・）y　nepeH｝π，　Xypcy，　BHJ蓋aM．b目八’101《oH．1騒，　yi．財peM－b，レ薯6eperb田HM・b，

至4xb＞Ke　Hap馴al．oq’b　TP屍。も澱Mb　cecTpe卜田1玉正・，　a照照B「士・CBapo＞K星4正．．又a　BもPyioTb，騒B寝）ApTeM雌y，

14廻＞Ke卜le13もr諏a［i．mしi（e）護（oBe）しH｛MoJi鰹TcH　H　Kypbl麟M「b　P坐・＞K｝oT憂：・．　Oy60f’a，I　KyJ田Fra，　o＞Ke蚤．le　I．ia

q（e）cTb　c（B無）T王）夏M　I．lopo八M目．lac5：｛，　｝雪14　｝．｛a　｛蓋（e）cTb　B杢）pl・韮b正M写＝）　q（e）』（（）Be）KoM「b！　1－io　Ha　＞…〈epT13y

瓢。誼oMb　pも｝K｝oTbc∫董，14　To　6」lyTレIBu」e　caM鱒照チITI・．　M，貯bM麟B「b　Bo照x　HoTaH」1，leMbl　cyTb．　A

且poy3獺　KPも　KJIa那13もM㌔　11p14xO＞KHH」le　Mo∬ITbcチi　l4　Bあ　BO双y　MyqloTb，　BIBMもapy　＞KepTBy

l．．IP田・loc月月e．　A丑py3H140FI4もB茎4レl　l〈aMel細lo，｝i　pもKa氏’1エ・，哲14cTo・田i4Ko汽’lb　l・i　6ep6rbil・…珊・n⊃HB1⊃

ApoBa．　He　To…＜bMo　rlpe氷e　B罫τoFa卜lbcTBも，塁．lo　MI－lo3日目｝・髭（b夏）HもTo写・BoP，IT．　A　KP（レ1＞cT目，：IHe　cyI

Hap睦qaioL無ec負，　MoeTb正正遷11pocB生・Tb夏日　6双も」田賄Kbl　l4　しlepec筆）or歪．董b　cKaしlioTk）．　1＞笈筆．1銭LL黒ecyl　xP（正4）一

cTb∫mbi，　a　Hol、al．．lbcKa∫韮山歪》Jla　TBop興Tb：HaBもM窪）Mo13b　TBop只Tb，麟至．．lo｛．le∬正）ilocl）e五e　cbH．L用oTb，　H

目por．｛oBe汲a正oLUe　M嚴ca，　Mo説oKo，　H　MacJ【a，145：田艮a，篁有Bc，I　HoTpe6Ha分6圭・coMダb，匡4　Ha［．．訂eUb護b｝o艮」」e　Bb

6a正・剛MblT峯’鉦cH｝撫董「b　Be誠山口．　qexoJrb監4　y6ypyc「b　Bも田a正。田e　B「b　Mo識BM双賊．　Bec監歪）Ke　3」里oyM弱量。
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諺x笠）cMも正oLUec5｛，　nopo巽p㌔uエK）Tc月Brlo丑eJly　ToMb匪cJle双丁）cBo盟HoKa3a｝oTb　Ha飛PoJ藍環eH頚e　HM「b．

OHH＞Ke　B哲双もBme　To　oTxo双HTb，　noBe双a｝o皿e双pyr蚤）鳳pyFy．　レ｛To　rlpo巽oBも皿a類be　caMH野双躍Tb　H

罫U4｝OT．　レIX＞Ke　He八OCTOI｛丁腔HH　rlCOM飛CT聾．　03護bl月八レ藍戴BOJI飛11peJlbCTb，蓋4）Ke　H哲HOfaH廼14　TOrO

｝｛eTBoP解b。　A双py3翻BもpyioTb　BT・CTp廻60ra，1王a＞KH60ra，　H　nepe馴yTa，麟＞Ke　BもpT鯉ec飛e蔚董y

翼田oTb　8　po3もx筏），3a6blB田e　6（oF）a　cTBopH8田aFo　H（e6）a哲3eM』K）願．．．．．．只Koレ｛Ba肌）3涯aToycTbM

pe騒e．　　HOC護y磁aHTe．．．．．．

5）影響関係系統図

PsV

lZ　2

N。Ch．L

IZ　1

NV

R．V．○

PV

図2

PsV＝

PV＝

NV＝

ROV置
IZ　1篇

IZ　2罵

『聖グレゴリオス講話』プスコフ・ヴァリアント

『聖グレゴリオス講話』パイーシイ・ヴァリアント

『聖グレゴリオス講話』ノヴゴロド・ヴァリアント

存在が推定される『聖グレゴリオス講話』ロシア・オリジナル・ヴァリアント

ノヴゴロド・ソフィア写本No．1262所収『聖金ロイオアネス講話』

『聖金ロイオアネス講話　偽預言者について』

N．Ch．　L；『キリストを愛する某者の講話』
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TeKcToJlorMqecKoe　HccJle及oBa琵Me‘‘C涯oBa　cB．　rpHropb銭，　H306PもTe獄。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BTO島Uもx　O　TOM’b，　KaKO．．．．”（1）

K蒸exapy八へ醗yPA

　　　　　　HacTo男L艮a只　cTaTb男　cocToIう丁　照3　及Byx　t｛acTe爵．　HepBa5｛蛋loJloBH卜監a　ee　rlocBチ蓋1．UeHa　Kaヨ〈

ocTaHoB諏eH監4K）　ZLo　c｝｛x　“op　卜財Kofソla　He　ony6」酬KoBaH卜｛oFo　TeKcTa，　Ta｝〈　14　0cHoBaTeJ互bHQ顛y

o3｝｛aKoM。堰eH｝畳。　c　co双ep》KaHI4e溜　H　封cTopHe黄　摺cc護e丑oBaH｝蛋タ葺‘‘C／1α3a　FP｝4ropH月，，霊｛　o君pe双e湾eH｝萱1．o

xapaKTepHcTi4Kレ萱　3Toro　　‘‘CJIoBa，，．　Bb藍田e　　y日oMチ…歪・韮yTbI両　　TeKcT　　‘‘C涯oBa　　c13。　Fp茎4r’opb，1，

跡3Q6PもTe卜玉。　B　Tom）uもx　o　ToM㌔，　KaKo＿”Ha甑e目BpyKoi．．H4cHoM　c60PI・姻Ke‘‘3護aTa猛赫aTH夏．ミa”，

06Hapy＞KeHHoM　B　1946　F．，14丑。　c哲x　Hop　HI4Ko賑a　He　l．．lp目B涯eKa護Kce6e　oco601・o刷・1レIMaHl慨．　Bo

BTopo肖　no需oB裏4He　cTaTbレ奮6yAeT目oMe【．UeH　TeKcToJloFM騒ecK顕葭　a｝｛aJi｝｛31．．la　ocHoBe　paccMoTpeHH∫｛

Pa3HoqTe田4員Bcex　gT｛4x　Bap目aHToB．　Pe3y』bTaT　3Toro　aHaJIH3a　noMe職e卜I　B　Ko卜田e　cTaTbH　B

　　　　　　　　　　　　　　　りBH双e　pa3BeTBJ夏eHHO暑cxeMbL

　　　　　　3双ecb，　B　3個口M　6｝．o』調eTeHe，　HoMeLKeHa　ToJ1bKo　qepBa∫夏1．lo識oB叢4Ha　cTaTu4，　To　ecTb，

03HaHoM諏別。田a5玉。3秘M｝I　TeKcTawi桂acTb．　BTopa∫1｛1Q両oB間a　cTaTl粛6y双eT　olly6朋KoBaHa　B

6io測eTeHe　yHHBepc14TeTa∂護eKTpOKOMMyH｝1Ka艮茎｛莇BO　BTopo莇racT麟B丑eB∫iToM　HO瀕epe．

　　　　　　E日工eMbl　xoTe識麟　6bl丑06aB妻4Tl），　qTo　3Ta　cTaTb月BTo＞Ke　I3peM月月B八月eTc∫11．．lo双roToBKo莇

及a護bHe角妓．藍e病　pa60Tb藍HacToH撮eFo　a13Topa，　KoTopa分　3aK調K）闘aeTc釘　13　cocTaBJIeH｝H’i　TL践aTe護bHol、o

∋丁トIorpaφ盛4qecKoro　隻くoMMeHTaP断I　K　丑peBHepyccKoMy　蓋iapo双卜蛋oMy　6bITy，　yHoM月HyToMy　B　gToM

Bap14aHTe目。　c60PHHK》・“3調aTaH　NaTi｛ua”．

　　　　　　Cpeム哲pa3」財qgo営玖epKoBHo繭JII4TepaTypbl，　KoTopa男cTaB目Jla　ce6e　3a双a騒y　o6B正4HeH駐只B

∫｛3b駁し｛ecKoM　6biTe汲peBHepyccl〈oro　Ilapo丑a，1．｛a勇双eHa　3afloBe丑b　co　c護e双y｝ou柔HM　oし｛e目b鳳汲目H｝｛blM

3amaB哲eM：“C識oBo　c（B負）Toro　r躍op購143bo6peTeHo既To甜叡ero，　o　ToM，　KaKo　H卸Boe

Hof’aH融珂cyLUeチ｛3b温州KJ置aH∫｛Jmc5｛顕双。講oM　i｛Tpも6bl　HM「b　K涯aJ財，14＞Ke麟H（b田）もTo　TBop兄Tb，，．

　　　　　　Fp頚Fop｝償，　KoTopoMy　rlp哲r粥cb旧aeTcH　gTa　3ar正oBe及b，只B涯HeTc月　cBHTbI釣I　oT【三〇M　4㎜oFo

葺3e…《a，　o双H睦MΣ43　Tpex　KarlHa双oKレ崩cK匪x　c13男Tb正x　yし粥TeJ正e薩．　O｝｛aKT哲BHo　60po誕睦cb　c　epeT｝｛KaM月，

cTo月環HMI・田poTH蹟oFMaTa　cB”To繭Tpo職bl，　B　3aL脳Ty臨e鉤cKoro叩aBoc識aB闇．　OH　ocTBa剛

coq辺HeHH分皿3243　H目ceM，507　cTHxoTBopeH茎4葭…445　pe匙｛e藍，　cpe！u4　KoToP垂）ix　caMble　Ba＞KHb匡e

H5｛Tb　cJloB　o　60roeJ夏oB｝m．　OpHrHHaJlbHa月　3alloBeムb，　rlo　o63a3uy　KoTopo蕗　6blJI　co3双aH　卜lau．1

ムpeBHepyccK回荷TeKcT，　To＞Ke　Ha莇双eHa　cpe皿匿Tex　45　peqe鈎．　3To　　　39－a∫｛peqb，11po糧HTaHHa∫I

B　AeHb　Boro獲B轟eH麟臼　381－ro　ro丑a，　Ho　BHhMaTe識bHo¢　cpaBHeHHe　双peBHepyccKHx　TeKcTo13　c

FpeHeclq4M　opHFHHaJloM　noKa3biBaeT，糠To且a＞Ke　cq日TaK）獣H莇。月汲peBHe員田レiM　H　caMblM　6JI目3KHM　K

opHFMHa。月y　cpe裁毘4　cyL艮ecTByK）u螺x　双peBHepyccKP董x　TeKcToB　y｝Ke　rlo丑Beprc分　cy田ecTBeHHblM

聡MeHeH殖無田OTo田e護IIO　cO㌍p＞KaHl贋のOT　rpe・lecKOrO　oP目F間a月a．巫b田OcMoTp脳丑a凸田e，

KaKHe　HMeHHo　H3MeHeH協｛，　ToqHee，匪cKa＞KeH睦月BeJI目cb　B丑peBHepyccK｝歪x　BapHaHTax　eFo　3aHoB・

eムH．
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Kレi6xapy温Hyl⊃A

　　　　　　Ho　noKa　Mbl双。朋〈Hbl　o6paTI4Tb　BH雇MaH14e　Ha　cy田ecTBoBaH匿e　K）刀くHoc』a朗1．lcKoFo　I’lepeB－

〇五a　To勇　〉｝〈e　peL｛匪．　　EFo　HycTレM　B　Hay｛｛Hb【員　060poT　B　IIoc涯e双｝．le舜　qeTBepT廻　1韮po呈．H』oギ。　BeKa

By八剛oB四．　Toτ1．o＞KHoc月aB別一韮。κ瞬nepeBo双1．．laσFo識bKo　6鼎30K　K　oP正｛r里雀Ha・1y，　t韮To双a＞Ke　Mo＞KI．．lo

eギ。　Ha3bl…3aTb　6yKI3a両bH乏）1澱．　　KoHeし｛正｛o，　cy正．uecTBy垂．oT　pa3Bo樋TeHMH　c　opi遷F至｛Ha』oM　cB．　　Fp鋪F”

opMyl，｝｛o　oH封。茎、pa卜韮Hしi11Ba韮oTc，I　c』e丑y卜。夏．．uP叢M鱒韮1p匪MepaMH．　　B｝o＞KHoc涯a13，II・．lcKoM　HepeBoノェe目Hor／La

Hゼト｛oP頚po13a瀞｛cb双eTa飛14及peB卜韮erpe随ecKO擁MHφoJlorH鋪，　o　KoTopblx　r董epeBo双畦茎K，　BH澱1Mo，　He　HMeJ星

H琵KaKor’0　疑0歪．．蓄チ．｛Tレ1∫．1．

　　　　　　Hp峯馴3e菰eM　　l．．至pPiMep．　　UHTI4pyeM　　c涯e汲y｝oL妓He　　φpa3b…　H3　　rpeqecKoI、o　　opHFHHa月a　　H

正．o＞K是．．至ocJ正aBf歪卜lcKofo　i嘆epeBo雌a　シ1　cpaBH廻BaeM：　‘‘τελo分りτεζ　τカ　μητρ乞　τ命り　θεaル　　κα乏

・・λ吻・…，8σα・分μη瞬・伽τ…物ω・ε・θ・δS，・むδεκδρη・・助ω2・如πα¢・α・

7‘αZ△ημカτηρπλ凌レαταご”　業　‘‘＞Kpy廷工e　M（a＞T（e）p146（0）＞KbcT至》至4｝．．m双（e＞Ba　HaM　B・bcxblTaeTcyl”．

r．lepeBo八　oqe鷺羅！u｛o　Ha［lpaB諏e｝．…K　yl．豆poLUeHレ狂。．　TaK　l4　co6cTBeH髪．．ibie　HMeHa　煮PeBI－ierPeqecKHx

60FH正．．H⊃Kopbl　HノユeMeTpbi　HpoilycKa｝oTcフ：I　B　I．o”〈日ocJla13男HcKo擁　nepeBo八e．

　　　　　　KpoMe　TaK蓋4x　HP言qTo＞KHblx　H3MeHeHM負，　paccTo興BHe　Me＞K皿y　rpeqecK｝IM　op14FL｛韮｛a訓oM　【4

i．o＞KHocJiaBHHc正くnM　I．韮epeBo双oM　Bo3Mo＞KI．lo　正｛a313aTb　歪．loqTH　Ho護eM。　　BoT　3ToT　ΦaKT，　B　c130正o

ot韮epe皿b，　IioKa3もIBaeT，　qTo　Me＞K丑y　fo＞KHocJlaB鐸至一至。至くHM　r．lepe130煮oM　目　pyccK董’iM呈4　Bap目aHTaM目

cyu．エecT8yeT　Ko両…KaKo自　pa3pblB．　Terlepb　rlopa　HaM　r】epe貢TH　K　TeKcTaN玉　双peB｝・｛epyccKoFo

Ilpo目cxo＞K双e卜H4，歪．　C｛｛aしlaJ呈a　ripocMoTpレIM　匹嘆cTopレHo　I4cc涯e汲oBaH｝｛，藍．

　　　　　　B　pyKoH睦cHo臼　Tpa双蛋｛U茎弓H　丑peBI．．le前　1⊃ycH　双。　c至遷x　r匡op　o6Hapy＞KeH　gToT　TeKcT　B　f田TI4

PyKoi．1匿。5｛x（1）HaHc14eB　C60PH匹4｝（，　Co6pa卜1至｛e　I〈騒P騒轟月06e，月03epcKol、o　Mo卜韮acT菱）lpH　J＼＆4／1081　14B．

40－4306　　2）　HoB1．・opo瓜cKoe　CoΦ目轟cKoe　co6pa正．1レle　漏1285，　15B．，　8406－87　　3＞　Co6paHHe

K羅p臨ulo6e護03epcKoFQ　MoHacTb【p男J噛43／1120，1280ひ130，16B．　4）C60p正惚K‘‘3護aTa擁Na’1㌧

1阻a”HCPK　19461・．　35／2F．　15B．，145一玉48　5＞し｛y丑OBCKOe　CO6paMe　J逓270，221－224

　　　　　　レ13Hレ｛x　qeT韮）ipe双aBHo　o嚢y6」芝｝1KoBaJ財y＞Ke　811Po田皿oM　cToJ至eT｝田BTpy丑ax　Tレlxo墨．蓋paBoBa

‘‘

iIもTα．．園。｝I　pyccKo角　」期TepaTypb藍　n　双peBHocTe臼　IN！，　III”　H　Tp腔　eL艮e　pa3　1．．loBTopeHb正

FaJlbKo8cKoM　B皿ec黛Tb至x　Fo八ax｝laL廻eFo　BeKa　B　ero　c60pH顯Ke　co6pa歪．IHblx　M3　tl．．．IHpoKo　pa36poca正．11㍗

b蓋xpyKorl擁ce前　MaTep匪a涯。正31．．lo双3aFJ！aB哲eM　‘‘Bopb6a　xp｝lcTHaHcTBa　c　ocTaTKaMI4興3b垂qecTBa　B

八peBHe両pyc14　T．II（Cn6．，1913）”．　KpoMe　Bb旧．．leyKa3aH卜星blx丑Byx　yqeHblx　BK』K）しlm韮4　gTo

薫peBHepyccKoe　coq剛・leHHe　B　cocTaB　cBo羅x　xpecToMaTH薦王3ycJlaeB　目　r正oHoMapeB．

　　　　　　CHycT兄HecKoJlb卜…Ko　JleT　PIM　o員y6JI田くoBal．．I　r［epBb崩BbH粟ycK　To勲）Ke　KH附M，正locB頒以e正．1卜io舜

rま。羅blTKe　TeopeT隅ecKol℃aHa川3a月3blqecr’Ba丑peBHe前Pycレ1　Ha　ocHoBe　MaTepHa諏08　Toro＞Ke

c60P｝至HKa．　rloし｛T騒　o八HoBpeMeHHo　6uJI　裏43及aH　丑pyFo前　He㌶aJ毘oBa＞KHbl臼　Tpy双　Bb凪ar〈）H．．Leroc男

pyccKofo　yHeHoro　AI・．1幽KoBa，1．玉ocB鬼取e卜蓋Hbl薩To＞総Hapo八正．歪。薩H3bド藍ecKo角Tpa双照レ1匿APeB正｛e薩

PycH．

　　　　　　BpeMH　or［y6JI困くoBa8目男　∋THx　ムByx　‘‘c洲TeT四ecK勲x’，　pa60T　coBIIa双aeT　B　pa3｝lblx

cJlaB只HcK14x　cTpal．lax，　ecTecTBeHHo　B　ToM　qHc諏e　B　PoccレM，　c　l．1ep聾。双oM　cepbe3Hblx　i．．layqHblx

HHTepecoB　K∫13blし｛ecKofl　MHφoJloF目14　cJIaBH卜｛cKHx　Hapo双oB，　KoTopb正e穫po八o皿＞KaJIH　Ho兄B』錘TbcH　Ha

鷹poT月）Ke正慣臼Bcer’o双eB月THa丑UaToro　BeKa．　KpoMe　coqレ1H目Hレ1材皿13yx　Bも歪a」e　yHoN捌HyTblx　yし韮e正達b匡x，

Mbl　MoF翻6b用a3BaTb難Mel．．la澱．　Hレ1八ep涯e，調．只陛Ko，　X．赫axa誼，刀．πe＞Ke　8　Ka桂ecTBe　TaK麟x　H〈e
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TeKcTo，几or｝罫罷ecl｛oe　｝｛cc訓e双oBaH【｛e　‘‘C諏oBa　c正3．　FP｝．鷲℃pb，1，1｛306；）もTci．沿　B　To』Fb［．1弓～x　o　ToMb，　KaKo．．．”　（1）

cePbe3HbIx　y｛｛el．1麦）lx，1〈oToPb藍e　I3BecJ財He3aMe｛｛HMbi薩　BKJ亙a丑Bo6JlacTb　FyMaH麟TapHb藍x　HayK。

　　　　　　Bレ｛ayKe　To臓a　c嚇ITa涯ocb，し正To　r護aBHble　ee　l4HTepecbl　y＞Ke　oTol」JJI睦oT　IIoレlcK14　Tel〈cToB

I3　PyKoi．1麟。月x　H　I．iePe正．i捕14　Ha　cφePy　PaccMoTPel．．1｝嶺哲裏’＝HTep正．1peTaU些顧レlx　co皿ep＞KaHレ1藍．　no3ToMy

双oc14x　I．10p　l．H4KoF五a卜le　rlpレH3護eKa護1〈ce6e　3a　co60藷Qco60ro　B｝｛目Mal丑｛珊3aHoBo　Ha弱丑eH正．ibH泣Te正くcT

PyKoi．可レicl．loro　c60p卜呈レIKa　15－Fo沿eKa　l．la3Ba間。塁’o‘‘3讃aTaチ｛瓢aTl倣a”，1＜oTopu自06｝．iapy＞1〈H調1411P監｛

apxeoFpa（1）廻qecKo鋳　∋Kcl．．蛋e皿HI．柔m4　rlyu．．IK睦HcKoFo　ノユoMa　B　I946　r．，　803rvlaB護fleMo両　BeJIHし｛a員u」HM

apxeoFpaφoM　～〉1a護bl田eBbi聾韮．

　　　　　　rip14蛋．則Ma月Bo　B卜mMaHHe　BbH．．1．．ie　yKa3aH正一里b歯xoム14ccJleノエoBai．1麟∫1，　MbH．locTaBレ翻レi　ce6e　lie誕bl．0

8b鵬哲HyT囲a11．H」08b崩TeKcT‘℃』08a恥11’o隣量”B｝．妻ayq｝翻060P（）T．　B　I．lepBol≒11．．lo』oBl歪He

c〆1’aT垂・　正，1．loき’lel．．董．エe｝．…HQ齢3’1’oM　61．o瀬eTeHe，　e且乳e［．iepe坦．至aM目cTo14T　3aノ北a・la　o【．lpe双e」iHTb　xapaKTep14－

cT目Ky双peBHep｝ノccK｝lx　TeKcToB　B蹟eJloM．　CaM　TeKcT　I．．lo‘‘3識aTo臼NaTPIue”rlo轟・訂eLueH　B　Ha・la護e

i．lepBo鈍　HoJloBI4｝｛bi　gTo消　cTaTb口　c　I．lepeBo双oM　至｛aチ員lo｝ic｛〈14勇　513bll〈　14　pa31．｛oしn’eHl’ie汽’I　c　qy丑oBcK【4M

BaPHaHTOM．

　　　　　　B3aiqK）qeH至4H　KopoTKo　c丑eJ｛aeM　o603pel．II4e　xapaKTep14cTl弓K鋪pyccKi歪x　Bapl｛al．IToB　llo

KoHKpeTI．lblM　HP14MepaM．　ム’1bl　y＞Ke　o6paT願」正目B至．｛HMaHl遷e　Ha　To，　qTo且a＞Ke　B　l．o＞KHocJ星aB兄HcKoM

l．1epeBo双e　　I・IHo「丑a　　col＜paLua正．oTcチi　丑eTaJm　　Fpe擁ecKo葭　　Mレ1（1）oJ歪or14H．　TaKa珊　　＞Ke　　Te卜蛋双eH呈．柔｝｛H

coxpaH，ieTcチ｛BpyccK峯4x　BapHaHTax・

　　　　　　Hal．lpHMeP，Φpa3a　‘‘cTerHoPo＞keH馨’le　罵　Po＞K澱e正．．財e　oT　6e丑pa，，　coKpa↑H誼acb　B　rla騎。｝ieBe

Bap匹4aHTe．　3双ecb　憂量双eT　pe・畳b　l．…a　caMo漂　汲e護e　o　po＞正〈双e卜星湘　八140H｝ica，　Ho　aBToP－1．lepe服。騒HK

HaBep正｛o　He峯．董。卜…，研Ty浦4φo調orH誼聡cKyl．0／1eTaJlb．　Ho　Hト藍Tepeci・｛ee　c諏e丑yi．oL艮1描1．lpm’lep．　3双ecb

TeKcT　He　cOKpal．．UaeTcH，　a　l1P正歪6aBJ田eTc∫1．

　　　　　　Bo　Bcex　BapHaHTax　三）Tol．’o　c識oBa　ecTb　cJ；e∫凪yl．oLUa分　φpa3a：　‘‘レI　f＞10KoL瓦．至b　鳳垂TyTb，　レI

NlaJiaKH10，　Kl｛Jly　B杢・JlbM14　【．．1廃しMTalOT，　peKyu」レ1　‘‘Byチ：1卜lbl｝｛14．”，’　ムへaJ正aK呈4ヲ｛　3丑ecb　しleM一卜星H6y瓜b

cxo／U叢blM　c　1＞10KoL三、．lbl．o．　　To　ecTb，　o正．玉a　cし田TaeTc，韮60＞KecTBoM．　　Ho正｛a　caMoM双e調e正：31．’peし聖ecKoM

粥．o＞KI．loc」laBチ｛HcKoM　TeKcTax　gT》・qacTb　cooTI3eTcTByeT　c皿e恥・iol．照帥pa3a：“OZγaρ融τo≧

κα≧μλακZαyとτiμησαレκα≧のaσ玩ηταとσεβ凌σθησαレ”＝“丁酬e601’1　Ma調aKI4酬TO田a

H　6yeCTb　rlOqTOL．五．】a，，．　　OI．la　OKa3a，πaCb　COBCeM　且a，月eKO　OT　KaKOrO一．月H60　60＞KeCTBa，　a　OI．．la，　｛．10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cy肛工ecTBy，　Mblc」了‘｛Te讃・｝重oe藍ipe双cTaB識e正｛哲e　H3He｝KeHHOcTb　・

　　　　　　BoT∋To　caMoe　TレH．M唄一loe　oTKJIoHe｝｛レle　oT　op田．’14HaJlbi－loFo　TeKcTa．　K：PoMe　gToro，｛43－3a

caMoBo，月b｝Io曲141－ITepllpeTal．柔m’1‘‘Hepe猪。廻1’IKa”1．．leperlyTa朋cb義’llゆ。諏or四e（：Koe　cyl．．貝ecTBo　BeTxo－

fo　3aBeTa　‘‘Beバ　1｛1．o＞K【．ioc識aBチIHcK星4e及yx14‘‘B裏4」正1・1”．　｝／正叩哲ToM　3丑ecb　I．…eIlpaB口説bHoe　rlo・

卜網MaI．me丑Bo貞卜loe．　　‘‘rlepeB（：）弱し田K”cし田TaeT　Be調a　y6i4丁乏）IM　f茎1）opQKoMノエal・斑14諏oM　3MeeM．　Ho　Iia

CaMOM八e諏e君al｛H馴y卜IH・rl℃＞Ka」I　Be澱143Me∫1，　TO　eCTb，　Be護i｛e　3Me舜，　a　l慣0調．

　　　　　　TaK14e＞Ke　H3弐’重eHeH至．引分　レl　BcTaBKH　B　pe3y護bTaTe　caMocTo只Te護bHo臼　二・i，　B　双al．蛋HoM　c護yし｛ae，

CaMOI30」艮bHO臼　H麟CaTeJlbCKO営　双eチ｛Te謂b卜藍OCTレ1　‘‘liepeBO八qm〈a，，　双O　TaKO錆　CTeHe田4　目3Mei｛レ1諏　B師丑

op14r割田aJla，　篭蓋To　∋To　o6HoBHBI鼠eec5｛　董4　06pyceBHミee　co騒H正・｛eHレle　y）Ke　HeBo3Mo＞KHo　Ha3b正BaTb

llepeBO双OM．

　　　　　　Ho　HecMoTp珊　Ha　TaK目e　（わHJIoJIoFHqecK踊e　員eTo騒HocTH　日　HcKa＞Ke卜M無　φaKToB　｝｛3㎜3a

He双ocTaTKa　3HaHI4鼓　MHΦo誕oroqecK哲x双eTa誼e蕗APeBHe鳶　FpeUm4　H　BeTxoro　3aBeTa，　aBTopb正
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Kl・i6xapy河目yPA

双peB蛋｛epyccKHx　Bap目aHTo13　yHacJle丑oBaJ至H　oT　cB月Tα℃　rpHFopH5｛〇五Hy　Ba＞Kgyro　qepTy．　∂To

BePHocTb　xp財cTHaHcKo蕗　Bepe，　To　ecTb，　He註oKo渥e6aeMa戴　peu．田MocTb　3aL艮HTHTb　xapa｝〈Tep

e照｛Ho60）K請戴xp麟cT珂aHcTBa．　3To　o3HaqaeT，　qTo　Hp茎4cyTcTBレ1eφ14JloJlor14qecKレ重x｝｛eTo畦HocTe薩B

BepeBo且e　He　Be双eT　K　cH興＞KeHmo　UeHHocT正49Toro　cQ｛｛匪He｝｛HH．　21peBHepyccK｝4e　aBToPbl歪．1poqHo

yHacJle八oBaJIH　oT　cB月ToFo　FpHFopHH　TBep及b崩　丑yx　oTKa3a　oT　MeHTaJlbTeTHocTe営　∫｛3b円ecKoro

MHoFo60）KI慣，　｝｛　B　ゼipo級ecce　HpoHBJIeHH月　∈）ToFo　瓜yxa　Br1HcaJIHcb　B　TeKcT　醗HoFo騒HcJ正eH｝｛b正e

フ13b卜｛ecKレ董e皿eTaJ正｛pyccK騒x双peBHocTe薩，　KoTopbIe　c汲eJ至aJ財9To　co更｛HHe｝｛He　6ecUeH｝｛b正M．

　　　　　　r．10JIQ＞Ke田4e　I董opa且oKcaJIbHoe．　noJ正yqHJ互ocb　TaK，　【｛To　e双14卜用cTBeHHoe　HacJ正e五麺e　oT

cBHToザ0　4｝ol．’o　BeKa　歪．1pH｝iec識。　B　co【｛口｝｛e藍一蓋He　caMb韮e　npHHLエHI．IHa訊bHbIe　目3Me卜｛eH殖H，　To　ecTb，

8cTaBK鞍yrlo演HHyB田峯4e　rlo丑po6HocT鍾チ｛3biqecKoro　6blTa双peBHepyccKoFo｝｛aPoムa．

　　　　　　Bo　Bc↑aBKax　yHoM剛aeTc只　TaK睦e　H38ecT正｛ble　HaM　B　．ムpeB疑epyccKo勇　翻cbMeHHocTH

H3b卜｛ecK睦e　60F目，　KaK　HepyH，　NloKou．．亙b，　CTp頚60F，2ユa＞i〈60「，　H　丑。＞K｝i13Lm4e　瓜。　Ha夏」」ero　BpeMe卜財

M目φoJloF【4qecK蛋4e　cy嶽ecTI3a，　Ka葦く　y11b藍P睦，　6epeI’bl匿・iH，　HonyTHI4K，　，几ecHo臼　60F，　レ董　3a6brrble　c

Te鷲eHHeM　BPeN董eH1460H〈ecTBa，　KaK　CBapo＞KHq哲，　KyT騒，　Be朋，06剛yxa，ヲ｛及pe員，　rlepe勲yT殖

C髪．lex．　ノエaJlee　3双ecb　flepeqHcJI∫｛K）Tc負06P釘双bI　cKoPeH藍’H3田目ecH　B　KyJlbTax　HPe双KoB　H　nPレlpo皿Hblx

r1Pe丑MerFoB．　∂TH　　BcTaBKi4　cJ星y＞KaT　　睦cKJIi．oq麺TeJ正bHblM　　B　　潤）eBHepyccKo薩　　rH4cb顛e卜H・｛ocT廼

髪．至e籔ocpe瓜cTBeH卜至bIM　cBH汲eTeJlbcTBoM　o　Hapo八Hblx　H3b卜｛ecK14x　peJ至Hr1403Hblx更｛yBcTI3ax．
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